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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

長岡京市第２期子ども・子育て支援事業計画の策定の基礎資料とするため、調査を実施しまし

た。 

 

２ 調査対象 

長岡京市在住の就学前のお子さんがいらっしゃるご家庭、小学１年生から４年生のお子さんが

いらっしゃるご家庭を無作為抽出 

 

３ 調査期間 

平成 30年 11月 27日から平成 30年 12月 21日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童 1,600通 922通 57.6％ 

小学生児童 800通 486通 60.8％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・子どもの年齢のについては、『０歳（H29.10-H30.9）』『１歳（H28.10-H29.9）』『２歳（H27.10-

H28.9）』『３歳（H26.10-H27.9）』『４歳（H25.10-H26.9）』『５歳（H24.10-H25.9）』『６歳（H24.4-

H24.9）』としています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 就学前児童 

（１）封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 

問１ お住まいの地域の小学校区はどこですか。（○は１つ） 

「長岡第五小学校」の割合が 16.5％と最も高

く、次いで「神足小学校」の割合が 11.9％、「長

岡第九小学校」の割合が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 長岡京市にお住まいになって、通算して何年になりますか。（○は１つ） 

「５年以上 10年未満」の割合が 32.1％と最も

高く、次いで「３年以上５年未満」の割合が 17.2％、

「20 年以上」の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 922 ％

神足小学校

長法寺小学校

長岡第三小学校

長岡第四小学校

長岡第五小学校

長岡第六小学校

長岡第七小学校

長岡第八小学校

長岡第九小学校

長岡第十小学校

わからない

無回答

11.9

7.5

7.8

9.4

16.5

9.0

8.4

9.1

10.5

6.3

2.6

1.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

無回答

4.3

12.8

17.2

32.1

13.1

2.7

17.0

0.7

0 20 40 60 80 100
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問３ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

「４歳」の割合が 16.5％と最も高く、次いで

「５歳」の割合が 16.3％、「１歳」の割合が 15.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ お子さんは何人ですか。人数を数字でご記入ください。２人以上のお子さんがい

らっしゃる場合は、末子の方の生年月についてもご記入ください。 

ア 子どもの数 

「２人」の割合が 47.3％と最も高く、次いで

「１人」の割合が 37.2％、「３人」の割合が 12.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 末子の年齢 

「０歳」の割合が 20.1％と最も高く、次いで

「２歳」の割合が 15.4％、「１歳」の割合が 14.8％

となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 573 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

無回答

20.1

14.8

15.4

14.1

13.8

11.7

4.9

5.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

無回答

15.0

15.5

15.3

13.8

16.5

16.3

6.4

1.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

37.2

47.3

12.9

1.3

0.7

0.7

0 20 40 60 80 100
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問５ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えくだ

さい。（○は１つ） 

「母親」の割合が 90.8％、「父親」の割合が

9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

（○は１つ） 

「配偶者・パートナーがいる」の割合が 98.0％、

「配偶者・パートナーがいない」の割合が 1.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

問７ 母親、父親の該当する年齢階層に○をつけてください。 

（母親、父親、それぞれ○は１つ） 

ア 母親 

「30 歳代」の割合が 65.7％と最も高く、次い

で「40歳代」の割合が 26.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 922 ％

母親

父親

その他

無回答

90.8

9.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.0

7.2

65.7

26.7

0.1

0.0

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

配偶者・パートナーがいる

配偶者・パートナーがいない

無回答

98.0

1.7

0.2

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

「30 歳代」の割合が 56.4％と最も高く、次い

で「40歳代」の割合が 36.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ お子さんの同居の状況はどれにあたりますか。続柄はお子さんからみた関係で

す。（○はいくつでも） 

「父母同居」の割合が 97.0％と最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 子どもさんの祖父母が近くにお住まいですか。（○は１つ） 

「住んでいる」の割合が 40.9％、「住んでいな

い」の割合が 58.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

  

％

住んでいる

住んでいない

無回答

40.9

58.6

0.5

0.0

42.8

55.8

1.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 905 ％

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.0

4.6

56.4

36.4

1.8

0.1

0.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

父母同居

父同居( ひとり親家庭)

母同居( ひとり親家庭)

祖父同居

祖母同居

その他

無回答

97.0

0.0

1.8

3.1

5.1

1.3

0.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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問 10 お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。 

続柄はお子さんからみた関係です。（○は１つ） 

「主に母親」の割合が 52.5％と最も高く、次い

で「父母ともに」の割合が 46.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの育ちをめぐる環境について 

問 11 お子さんが日常的に通っている施設はどれですか。（○は１つ） 

「認可保育所」の割合が 33.3％と最も高く、次

いで「幼稚園」の割合が 30.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「認可保育所」

「認定こども園」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

幼稚園

認可保育所

認可外保育施設

認定こども園

その他

無回答

30.2

33.3

1.1

6.5

21.5

7.5

0.0

31.1

26.1

5.4

0.4

26.9

10.2

0 20 40 60 80 100

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

46.5

52.5

0.1

0.1

0.3

0.4

0.0

45.4

53.2

0.2

0.2

0.2

0.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、年齢が高くなるにつれて「幼稚園」の割合が高くなる傾

向がみられます。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園 

認
可
保
育
所 

認
可
外
保
育
施
設 

認
定
こ
ど
も
園 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 138  7.2  8.7  2.9  0.7  59.4  21.0  

１歳 143  4.9  32.9  2.8  4.9  39.9  14.7  

２歳 141  12.1  42.6  － 8.5  27.7  9.2  

３歳 127  41.7  35.4  1.6  7.1  11.0  3.1  

４歳 152  48.7  39.5  － 9.9  2.0  － 

５歳 150  52.0  37.3  － 9.3  1.3  － 

６歳 59  57.6  40.7  － 1.7  － － 
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問 12 現在通っている保育施設について、全般的に満足していますか。 

（それぞれについて、○は１つ） 

満足度でみると、他に比べ、子どもへの接し方・日常の遊び（保育内容）で「大変満足」と「ほ

ぼ満足」をあわせた“満足”の割合が、施設・環境（園舎・園庭・玩具など）で「不満」と「や

や不満」をあわせた“不満”の割合が高くなっています。 

平成 25年度調査と比較すると、すべての項目で“満足”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大変満足 ほぼ満足 やや不満 不満 よくわからない 無回答

回答者数 = 922

施設・環境（園舎・園庭・玩具など）

子どもへの接し方・日常の遊び
（保育内容）

行事（保育参観や運動会など）

食事

病気やケガの時の対応

保護者への情報伝達

悩みごとなどへの相談対応

保護者の要望・意見への対応

保護者同士のコミュニティ

安全対策

衛生対策

18.0

29.2

21.8

25.7

21.9

20.3

20.2

15.0

12.7

17.8

18.1

40.0

38.4

40.0

35.9

41.6

40.9

42.1

39.5

43.3

43.6

40.2

12.5

4.6

8.1

7.8

4.8

8.4

5.2

10.1

7.9

7.6

9.1

2.4

0.5

1.4

1.5

1.0

2.5

1.0

2.2

1.3

1.4

2.4

1.0

1.1

2.4

2.6

4.4

1.5

4.9

6.7

8.4

3.3

3.8

26.1

26.2

26.2

26.5

26.2

26.5

26.7

26.6

26.5

26.4

26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成 30 年度調査】 
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回答者数 = 852

施設・環境（園舎・園庭・玩具など）

子どもへの接し方・日常の遊び
（保育内容）

行事（保育参観や運動会など）

食事

病気やケガの時の対応

保護者への情報伝達

悩みごとなどへの相談対応

保護者の要望・意見への対応

保護者同士のコミュニティ

安全対策

衛生対策

22.0

34.3

29.3

31.9

31.7

28.7

28.1

21.8

15.6

22.9

23.3

56.8

57.4

58.5

53.3

56.8

56.5

58.3

57.2

55.0

62.3

59.8

15.8

5.6

8.3

9.6

5.4

10.5

5.3

9.6

12.2

7.5

9.8

3.9

0.9

1.5

2.3

0.8

2.3

0.9

2.8

2.3

2.4

2.3

0.4

0.8

1.7

2.3

4.5

1.5

6.6

7.5

13.7

4.3

4.3

1.1

0.9

0.8

0.8

0.8

0.6

0.8

1.1

1.3

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変満足 ほぼ満足 やや不満 不満 よくわからない 無回答
【平成 25 年度調査】 
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問 13 お子さんの子育てに、大きく影響すると思う環境はどれですか。 

（○はいくつでも） 

「家庭」の割合が 97.3％と最も高く、次いで

「地域」の割合が 52.0％、「保育所（認可・認可

外）」の割合が 43.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「認定こども園」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はいくつでも） 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」の割合が 63.8％と最も高く、

次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」

の割合が 21.7％、「緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる」の割合

が 16.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

％

日常的に祖父母等の親族にみ

てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖
父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子

どもをみてもらえる友人・知人
がいる

いずれもいない

無回答

21.7

63.8

3.0

16.2

14.6

0.1

20.5

61.9

1.6

14.2

13.6

2.1

0 20 40 60 80 100

％

家庭

地域

幼稚園

保育所（認可・認可外）

認定こども園

その他

無回答

97.3

52.0

39.6

43.1

13.8

1.5

0.3

0.0

96.7

55.0

43.3

41.8

6.2

2.3

1.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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【家族構成別】 

家族構成別でみると、他に比べ、父母同居で「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

みてもらえる」の割合が、祖父同居で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

日
常
的
に
祖
父
母
等

の
親
族
に
み
て
も
ら

え
る 

緊
急
時
も
し
く
は
用

事
の
際
に
は
祖
父
母

等
の
親
族
に
み
て
も

ら
え
る 

日
常
的
に
子
ど
も
を

み
て
も
ら
え
る
友
人
・

知
人
が
い
る 

緊
急
時
も
し
く
は
用

事
の
際
に
は
子
ど
も

を
み
て
も
ら
え
る
友

人
・
知
人
が
い
る 

い
ず
れ
も
い
な
い 

無
回
答 

父母同居 894  20.8  64.0  2.7  16.0  15.1  0.1  

父同居( ひとり親家庭)  － － － － － － － 

母同居( ひとり親家庭)  17  52.9  47.1  5.9  17.6  － － 

祖父同居 29  82.8  34.5  － 3.4  3.4  － 

祖母同居 47  78.7  40.4  14.9  14.9  2.1  － 

その他 12  58.3  58.3  － － － － 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・

介護休業中であるで「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」の割合が高

くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

日
常
的
に
祖
父
母
等
の
親
族

に
み
て
も
ら
え
る 

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の
際

に
は
祖
父
母
等
の
親
族
に
み

て
も
ら
え
る 

日
常
的
に
子
ど
も
を
み
て
も

ら
え
る
友
人
・
知
人
が
い
る 

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の
際

に
は
子
ど
も
を
み
て
も
ら
え

る
友
人
・
知
人
が
い
る 

い
ず
れ
も
い
な
い 

無
回
答 

フルタイムで就労しており、産休・育
休・介護休業中ではない 

232  21.1  68.5  1.3  9.9  12.9  0.4  

フルタイムで就労しているが、産休・
育休・介護休業中である 

125  19.2  63.2  0.8  6.4  18.4  － 

パート・アルバイト等で就労してお
り、産休・育休・介護休業中ではない 

179  22.9  67.0  6.7  24.0  9.5  － 

パート・アルバイト等で就労している
が、産休・育休・介護休業中である 

15  26.7  73.3  － 6.7  13.3  － 

以前は就労していたが、現在は就労
していない 

327  22.3  59.6  3.4  19.9  17.1  － 

これまで就労したことがない 23  17.4  56.5  － 21.7  17.4  － 
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問 15 子育てをする中で、日頃次のようなことがあったり、感じたりすることはありま

すか。（それぞれについて○は１つ） 

日頃感じることをみると、他に比べ、子育てが楽しいと感じるで「あてはまる」と「なんとな

くあてはまる」をあわせた“あてはまる”の割合が、子どもを叱りすぎているような気がするで

「なんともいえない」の割合が高くなっています。また、子どもの世話をしないことがあるで「全

くあてはまらない」と「あまりあてはまらない」をあわせた“あてはまらない”の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16  子育てに関して不安感や負担感などはお感じですか。（〇は１つ） 

「なんとなく不安や負担を感じる」の割合が

40.3％と最も高く、次いで「あまり不安や負担な

どは感じない」の割合が 39.2％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「なんとなく不

安や負担を感じる」「あまり不安や負担などは感

じない」の割合が増加しています。 

 

 

 

  

％

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じな

い

不安や負担は全く感じない

なんともいえない

無回答

4.7

40.3

39.2

6.8

8.8

0.2

0.0

6.2

33.9

33.3

3.8

7.5

15.3

0 20 40 60 80 100

あてはまる なんとなくあてはまる なんともいえない

あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

回答者数 = 922

日常的に孤立感や孤独感を感じる

子育てが楽しいと感じる

子どもを叱りすぎているような
気がする

子どもに手をあげてしまうことがある

子どもの世話をしないことがある

2.9

45.4

12.6

3.4

0.4

12.0

36.8

30.4

11.4

2.0

16.5

14.5

22.3

12.9

4.9

35.1

2.4

21.8

27.3

25.5

33.3

0.8

12.8

44.9

67.2

0.1

0.1

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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【相談できる人・場所の有無別】 

相談できる人・場所の有無別でみると、いる／あるに比べ、いない／ないで「非常に不安や負

担を感じる」「なんとなく不安や負担を感じる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

非
常
に
不
安
や
負
担

を
感
じ
る 

な
ん
と
な
く
不
安
や

負
担
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
や
負
担

な
ど
は
感
じ
な
い 

不
安
や
負
担
は
全
く

感
じ
な
い 

な
ん
と
も
い
え
な
い 

無
回
答 

いる／ある 847  3.4  38.8  41.4  7.3  8.9  0.1  

いない／ない 74  18.9  56.8  13.5  1.4  8.1  1.4  
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問 17 子育てに関して、日常悩んでいることや不安に思っていることはどのようなこと

ですか。（〇はいくつでも） 

「自分のやりたいことが十分できない、自由な

時間が持てないこと」の割合が 34.2％と最も高

く、次いで「食事や栄養に関すること」の割合が

32.0％、「子育てで出費がかさむこと」の割合が

29.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「食事や栄養に

関すること」「自分のやりたいことが十分できな

い、自由な時間が持てないこと」「子育てによる

身体の疲れが大きいこと」「子育てで出費がかさ

むこと」の割合が増加しています。一方、「友だち

づきあい（いじめ等を含む）に関すること」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこ
と

子どもとの接し方に自信がもて
ないこと

子どもとの時間が十分にとれな
いこと

仕事が十分できないこと

自分のやりたいことが十分でき

ない、自由な時間が持てないこ
と

夫婦で楽しむ時間がないこと

子どもの教育に関すること

友だちづきあい（いじめ等を含
む）に関すること

登園拒否、不登校などの問題
について

子育てに関しての配偶者・パー

トナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナーと子育てに

関して意見が合わないこと

話し相手や相談相手、協力者

がいないこと

自分の子育てについて、親族・

近隣の人・職場などの理解が少
ないこと

保護者同士の交流・つきあいが
難しいこと

配偶者・パートナー以外に子育
てを手伝ってくれる人がいない
こと

子育てによる身体の疲れが大き
いこと

子どもが病気がちであること

地域の子育て支援サービスの

内容や利用・申し込み方法がよ
くわからないこと

子育てで出費がかさむこと

住居が狭いこと

特にない

その他

無回答

28.6

32.0

6.9

14.6

22.7

14.1

34.2

14.1

29.4

13.4

2.1

11.4

6.6

4.2

2.7

9.1

11.6

19.8

1.4

5.1

29.8

13.0

7.6

4.1

0.9

29.5

25.4

7.0

15.1

18.7

14.8

25.9

12.2

25.6

19.8

2.5

7.3

5.9

4.1

1.4

10.8

7.9

11.5

1.2

6.3

23.0

10.8

9.5

4.6

1.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 84)
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問 18 子育て支援について、特に重要な支援・対策は何だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「経済的な安定」の割合が 32.3％と最も高く、

次いで「仕事と家庭生活の両立」の割合が 27.1％、

「保育園入園待機児童の解消」の割合が 26.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる人、相談できる場所はあります

か。（○は１つ） 

「いる／ある」の割合が 91.9％、「いない／な

い」の割合が 8.0％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

  

％

いる／ある

いない／ない

無回答

91.9

8.0

0.1

0.0

91.0

8.1

0.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

子育てに関する相談受付体制
の強化

地域における子育て支援の充
実

保育園入園待機児童の解消

妊娠・出産に関する支援

子どもの教育環境の整備・充実

仕事と家庭生活の両立

経済的な安定

保育サービスの充実

地域での子どもの活動拠点の
充実

母親・乳児の健康に対する安心

子育てしやすい住居・環境の整
備・充実

子どもを狙った犯罪や事故の減
少

要保護児童に対する支援

その他

無回答

7.3

25.9

26.2

7.9

24.9

27.1

32.3

14.3

13.3

3.1

20.5

25.1

2.5

1.5

12.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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問 19-１ 問 19で「1．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（○はいくつでも） 

「祖父母等の親族」の割合が 83.2％と最も高

く、次いで「友人や知人」の割合が 76.3％、「保

育所」の割合が 22.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「地域子育て支

援センター」の割合が増加しています。一方、「近

所の人」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 子育てに関する相談で充実してほしいことは何ですか。（○は３つまで） 

「安心して相談できる環境（子どもの預かり、

プライバシーの配慮等）」の割合が 45.1％と最も

高く、次いで「身近な場での窓口」の割合が 38.3％、

「専門的な情報」の割合が 31.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

  

％

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育てサークル・NPO ・子育て
支援施設（児童館等）

保健所

保育所

幼稚園

認定こども園

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

長岡京市の子育て関連担当窓
口（家庭児童相談員・保健師
等）

地域子育て支援センター

児童相談所

民間の電話相談

その他

無回答

83.2

76.3

17.9

4.8

1.2

22.8

16.3

4.3

0.2

9.3

5.1

6.7

0.2

0.2

3.8

0.4

0.0

85.9

76.9

23.9

9.3

4.9

21.7

16.8

-

0.0

9.7

4.4

0.0

0.1

0.1

2.7

0.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

身近な場での窓口

専門的な情報

職員の対応スキル

地域機関等へのつなぎ

安心して相談できる環境（子ど
もの預かり、プライバシーの配
慮等）

その他

無回答

38.3

31.9

28.7

14.1

45.1

2.7

9.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 847)

平成25年度調査

(回答者数 = 775)
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問 21 ご近所や地域の人々とのお付き合いはどうですか。（○は１つ） 

「付き合いはほとんどなく、あいさつをする程

度」の割合が 39.4％と最も高く、次いで「少々付

き合いがある」の割合が 27.8％、「付き合いがあ

りやや親しい」の割合が 20.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「付き合いはほ

とんどなく、あいさつをする程度」の割合が増加

しています。 

 

 

 

 

問 22 あなたは、子育てサークルなどの自主的なグループ活動などに参加しています

か。（○は１つ） 

「現在は参加しておらず、今後も参加するつも

りはない」の割合が 56.0％と最も高く、次いで

「現在は参加していないが、今後機会があれば参

加したい」の割合が 35.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 22-１ 問 22で「２～４」に○をつけた方にうかがいます。 

参加していない理由、または今後参加しない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「活動に参加する余裕や時間がないから」の割

合が 48.6％と最も高く、次いで「特に必要を感じ

ないから」の割合が 31.0％、「人間関係がわずら

わしいから」の割合が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

  

％

親しい

付き合いがありやや親しい

少々付き合いがある

付き合いはほとんどなく、あいさ
つをする程度

分からない

無回答

11.3

20.4

27.8

39.4

0.7

0.5

0.0

10.8

23.2

28.6

32.2

0.5

4.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

現在参加しており、今後も参加
するつもりである

現在参加しているが、今後は参
加するつもりはない

現在は参加していないが、今後

機会があれば参加したい

現在は参加しておらず、今後も
参加するつもりはない

無回答

6.9

0.7

35.5

56.0

1.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 849 ％

活動の情報や参加方法を知ら
ないから

身近な場所で参加できる活動
がないから

活動に参加する余裕や時間が
ないから

気軽に参加したり、やめたりで
きないから

人間関係がわずらわしいから

特に必要を感じないから

その他

無回答

19.6

8.2

48.6

18.8

20.6

31.0

7.7

1.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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問 23 お子さんは日中に主にどこで遊ぶことが多いですか。（○は１つ） 

「自宅」の割合が 37.6％と最も高く、次いで

「公園」の割合が 21.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「自宅」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 遊び場で困ること・困ったことは何ですか。（○はいくつでも） 

「雨の日に遊べる場所がない」の割合が 47.2％

と最も高く、次いで「遊具などの種類が充実して

いない」の割合が 31.6％、「思い切り遊ぶための

十分な広さがない」の割合が 22.6％となっていま

す。 

平成 25年度調査と比較すると、「遊具などの種

類が充実していない」「遊具などの設備が古くて

危険である」「トイレなどが不衛生である」の割

合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

近くに遊び場がない

遊び場や周辺環境が悪く、安心
して遊べない

遊び場周辺の道路が危険であ
る

思い切り遊ぶための十分な広さ
がない

遊具などの種類が充実していな
い

遊具などの設備が古くて危険で
ある

トイレなどが不衛生である

雨の日に遊べる場所がない

遊び場に同じ歳くらいの遊び仲
間がいない

いつも閑散としていて寂しい感じ
がする

特に意見はない

その他

無回答

20.0

7.7

19.0

22.6

31.6

13.3

13.3

47.2

8.4

8.4

16.4

8.7

2.3

22.1

5.9

18.9

23.1

24.1

5.9

6.9

43.3

11.2

9.4

17.4

6.1

4.7

0 20 40 60 80 100

％

公園

子ども交流コーナー（長岡京こ
らさ・バンビオ）

子どもの友人宅

親族宅

知人宅

児童館

子育て支援センター

自宅

乳幼児が遊べる場所

その他

無回答

21.3

0.7

0.3

1.8

0.2

0.4

2.4

37.6

1.4

10.2

23.6

0.0

24.9

1.3

4.2

3.8

0.8

0.5

2.1

49.8

1.5

10.0

1.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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問 25 お子さんと外出する際に、困ること・困ったことは何ですか。 

（○はいくつでも） 

「歩道の段差などベビーカー等の通行が困難」

の割合が 31.8％と最も高く、次いで「歩道や信号

がない通りが多く、安全面で心配」の割合が

28.4％、「買い物中などに子どもを遊ばせる場所

がない」の割合が 25.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「オムツ替えや

親子での利用に便利なトイレがない」の割合が増

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 お子さんの休日や夜間の急病時には、どのように対応されていますか。 

（最も当てはまるもの１つに○） 

「休日応急診療所」の割合が 65.7％と最も高

く、次いで「電話相談」の割合が 14.4％となって

います。 

平成 25年度調査と比較すると、「休日応急診療

所」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

  

％

休日応急診療所

かかりつけ医

電話相談

受診できる医療機関を知らない

その他

無回答

65.7

4.7

14.4

2.9

6.2

6.1

0.0

72.2

4.3

10.3

5.5

5.5

2.1

0 20 40 60 80 100

％

歩道や信号がない通りが多く、
安全面で心配

歩道の段差などベビーカー等
の通行が困難

交通機関や建物がベビーカー

での移動に配慮されていない

授乳する場所や必要な設備が

ない

オムツ替えや親子での利用に

便利なトイレがない

小さな子どもの食事に配慮され
た場所がない

買い物中などに子どもを遊ばせ
る場所がない

暗い通りや見通しのきかないと
ころが多く、子どもが犯罪被害

にあわないか心配

周囲の人が子ども連れを迷惑

そうにみる

困っているときに手を貸してくれ

る人が少ない

特に困ること・困ったことはない

その他

無回答

28.4

31.8

14.9

14.1

24.6

21.5

25.4

22.2

6.8

6.1

13.3

6.1

1.5

28.8

30.0

16.8

13.5

18.8

21.4

30.0

20.3

5.4

5.9

16.8

6.8

2.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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（３）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

問 27 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しました

か。（母親、父親それぞれに〇は１つ。）また、「３．取得していない」に〇をし

た方はその理由を１～15より選び、□内に番号をご記入ください。 

（該当する番号すべてを記入） 

ア 母親 

「働いていなかった」の割合が 44.7％と最も高

く、次いで「取得した（取得中である）」の割合が

44.0％、「取得していない」の割合が 10.7％とな

っています。 

平成 25年度調査と比較すると、「取得した（取

得中である）」の割合が増加しています。一方、

「働いていなかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

44.7

44.0

10.7

0.5

0.0

53.9

31.4

13.2

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 843)
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取得していない理由 

「子育てや家事に専念するため退職した」の割

合が 42.4％と最も高く、次いで「職場に育児休業

の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」

の割合が 14.1％、「職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった」、「有期雇用のため育児休業の取

得要件を満たさなかった」の割合が 11.1％となっ

ています。 

平成 25年度調査と比較すると、「仕事が忙しか

った」「仕事に戻るのが難しそうだった」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

配偶者が育児休業制度を利用

した

配偶者が子育てに専念してい

る、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要

がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰
囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰した

かった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだっ
た

収入減となり、経済的に苦しくな
る

保育所（園）などに預けることが
できた

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がな

かった（就業規則に定めがな
かった）

有期雇用のため育児休業の取

得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知
らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、
産後８週間）を取得できることを
知らず、退職した

その他

無回答

2.0

6.1

11.1

4.0

6.1

5.1

1.0

3.0

5.1

42.4

14.1

11.1

1.0

3.0

16.2

9.1

0.9

6.3

13.5

9.9

4.5

12.6

0.0

4.5

6.3

46.8

18.9

9.0

0.0

0.0

16.2

3.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 99)

平成25年度調査

(回答者数 = 111)
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イ 父親 

「取得していない」の割合が 91.3％と最も高く

なっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

取得していない理由 

「配偶者が子育てに専念している、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要が

なかった」の割合が 45.3％と最も高く、次いで

「配偶者が育児休業制度を利用した」の割合が

36.3％、「仕事が忙しかった」の割合が 30.0％と

なっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「配偶者が育児

休業制度を利用した」の割合が増加しています。

一方、「配偶者が子育てに専念している、祖父母

等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必

要がなかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

配偶者が育児休業制度を利用

した

配偶者が子育てに専念してい

る、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要

がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰
囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰した

かった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだっ
た

収入減となり、経済的に苦しくな
る

保育所（園）などに預けることが
できた

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がな

かった（就業規則に定めがな
かった）

有期雇用のため育児休業の取

得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知
らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、
産後８週間）を取得できることを
知らず、退職した

その他

無回答

36.3

45.3

28.5

30.0

0.2

3.5

5.3

23.7

2.3

0.1

9.2

0.1

1.6

0.0

3.9

5.1

27.2

59.0

24.8

31.0

0.0

3.8

6.0

19.2

1.6

0.0

8.4

1.2

0.7

0.0

3.9

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 905)

平成25年度調査

(回答者数 = 823)

％

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

1.0

3.6

91.3

4.1

0.0

0.9

1.6

90.6

6.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 826)

平成25年度調査

(回答者数 = 746)
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問 27-１ 問 27で「2. 取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（母親、父親それぞれに〇は１つ） 

ア 母親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」の割合が

70.7％と最も高く、次いで「現在も育児休業中で

ある」の割合が 24.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「育児休業取得

後、職場に復帰した」の割合が増加しています。 

 

 

イ 父親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」の割合が

97.0％と最も高くなっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

問 27-２ 問 27-１で母親、父親のいずれかで「1.育児休業取得後、職場に復帰した」に

○をつけた方にうかがいます。 

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミン

グでしたか。あるいはそれ以外でしたか。（母親、父親それぞれに〇は１つ） 

ア 母親 

「年度初めの入所に合わせたタイミングだっ

た」の割合が 74.2％、「それ以外だった」の割合

が 22.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「年度初めの入

所に合わせたタイミングだった」の割合が増加し

ています。一方、「それ以外だった」の割合が減少

しています。 

 

イ 父親 

「年度初めの入所に合わせたタイミングだっ

た」の割合が 6.3％、「それ以外だった」の割合が

81.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「年度初めの入

所に合わせたタイミングだった」「それ以外だっ

た」の割合が増加しています。  

％

年度初めの入所に合わせたタ

イミングだった

それ以外だった

無回答

6.3

81.3

12.5

0.0

0.0

75.0

25.0

0 20 40 60 80 100

％

年度初めの入所に合わせたタ

イミングだった

それ以外だった

無回答

74.2

22.6

3.1

0.0

60.9

36.7

2.4

0 20 40 60 80 100

％

育児休業取得後、職場に復帰し
た

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

無回答

97.0

3.0

0.0

0.0

92.3

7.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

％

育児休業取得後、職場に復帰し
た

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

無回答

70.7

24.1

4.4

0.7

63.8

27.2

8.3

0.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 406)

平成25年度調査

(回答者数 = 265)

平成30年度調査

(回答者数 = 33)

平成25年度調査

(回答者数 = 13)

平成30年度調査

(回答者数 = 287)

平成25年度調査

(回答者数 = 169)

平成30年度調査

(回答者数 = 32)

平成25年度調査

(回答者数 = 12)
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問 27-３ 実際に育児休業から職場復帰したのは、お子さんが何歳何ヶ月のときでしたか｡

また、希望としては、何歳何ヶ月のときまで育児休業を取りたかったですか｡ 

（お勤め先の育児休業の制度の期間内で）母親、父親のそれぞれについて、

□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

ア 母親  

（ア）実際の期間 

「１歳～１歳５か月」の割合が 37.3％と最も高

く、次いで「６か月～11か月」の割合が 36.9％、

「１歳６か月～１歳 11か月」の割合が 16.7％と

なっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「１歳～１歳５

か月」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）希望の期間 

「１歳～１歳５か月」の割合が 43.6％と最も高

く、次いで「１歳６か月～１歳 11 か月」の割合

が 25.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「１歳６か月～

１歳 11か月」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

０～５か月

６か月～11か月

１歳～１歳５か月

１歳６か月～１歳11か月

２歳～２歳５か月

２歳６か月～２歳11か月

３歳以上

無回答

1.4

5.9

43.6

25.4

8.4

1.0

8.0

6.3

0.0

3.0

8.3

42.6

18.3

10.7

1.8

10.1

5.3

0 20 40 60 80 100

％

０～５か月

６か月～11か月

１歳～１歳５か月

１歳６か月～１歳11か月

２歳～２歳５か月

２歳６か月～２歳11か月

３歳以上

無回答

4.9

36.9

37.3

16.7

1.0

2.4

0.3

0.3

0.0

9.5

39.6

32.0

12.4

3.0

1.2

1.2

1.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 287)

平成25年度調査

(回答者数 = 169)

平成30年度調査

(回答者数 = 287)

平成25年度調査

(回答者数 = 169)
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イ 父親  

（ア）実際の期間  

「０～５か月」の割合が 46.9％と最も高くなっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「０～５か月」

「１歳６か月～１歳 11 か月」の割合が増加して

います。一方、「１歳～１歳５か月」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）希望の期間 

「０～５か月」の割合が 28.1％と最も高く、次

いで「６か月～11 か月」の割合が 15.6％となっ

ています。 

平成 25年度調査と比較すると、「６か月～11か

月」の割合が増加しています。一方、「０～５か

月」「１歳～１歳５か月」「２歳～２歳５か月」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

０～５か月

６か月～11か月

１歳～１歳５か月

１歳６か月～１歳11か月

２歳～２歳５か月

２歳６か月～２歳11か月

３歳以上

無回答

28.1

15.6

9.4

3.1

0.0

0.0

0.0

43.8

0.0

50.0

0.0

16.7

0.0

8.3

0.0

0.0

25.0

0 20 40 60 80 100

％

０～５か月

６か月～11か月

１歳～１歳５か月

１歳６か月～１歳11か月

２歳～２歳５か月

２歳６か月～２歳11か月

３歳以上

無回答

46.9

9.4

6.3

6.3

0.0

0.0

0.0

31.3

0.0

33.3

8.3

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

41.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 32)

平成25年度調査

(回答者数 = 12)

平成30年度調査

(回答者数 = 32)

平成25年度調査

(回答者数 = 12)
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問 27-４ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、希望

としてはお子さんが何歳何ヶ月のときまで育児休業を取りたかったですか。 

母親、父親のそれぞれについて、□内に数字でご記入ください。 

（数字は一枠に一字） 

ア 母親 

「３歳以上」の割合が 31.4％と最も高く、次い

で「１歳～１歳５か月」の割合が 27.9％、「１歳

６か月～１歳 11か月」の割合が 18.1％となって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「１歳～１歳５か月」の割合が 25.0％と最も高

く、次いで「３歳以上」の割合が 15.6％、「０～

５か月」の割合が 12.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「０～５か月」

「１歳６か月～１歳 11 か月」の割合が増加して

います。一方、「６か月～11か月」「２歳～２歳５

か月」「３歳以上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

０～５か月

６か月～11か月

１歳～１歳５か月

１歳６か月～１歳11か月

２歳～２歳５か月

２歳６か月～２歳11か月

３歳以上

無回答

12.5

0.0

25.0

6.3

3.1

3.1

15.6

34.4

0.0

0.0

8.3

25.0

0.0

8.3

0.0

33.0

25.0

0 20 40 60 80 100

％

０～５か月

６か月～11か月

１歳～１歳５か月

１歳６か月～１歳11か月

２歳～２歳５か月

２歳６か月～２歳11か月

３歳以上

無回答

1.7

2.4

27.9

18.1

11.5

1.7

31.4

5.2

0.0

1.8

3.6

23.7

16.6

11.2

1.2

35.5

6.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 287)

平成25年度調査

(回答者数 = 169)

平成30年度調査

(回答者数 = 32)

平成25年度調査

(回答者数 = 12)
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問 27-５ 問 27-３で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

希望の時期に職場復帰しなかった理由を、母親、父親のそれぞれについてお

答えください。（〇はいくつでも） 

ア 「希望」より早く復帰した方 

（ア）母親 

「希望する保育所に入るため」の割合が 71.3％

と最も高く、次いで「人事異動や業務の節目の時

期に合わせるため」の割合が 26.2％、「経済的な

理由で早く復帰する必要があったため」の割合が

22.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「希望する保育

所に入るため」の割合が増加しています。 

 

 

 

（イ）父親 

「経済的な理由で早く復帰する必要があったため」が 3 件となっています。「希望する保育所

に入るため」、「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が 2件となっています。 

 

 

イ 「希望」より遅く復帰した方 

（ア）母親 

「希望する保育所に入れなかったため」の割合

が 78.9％と最も高くなっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「希望する保育

所に入れなかったため」の割合が増加しています。

一方、「自分や子どもなどの体調が思わしくなか

ったため」「配偶者や家族の希望があったため」

「子どもをみてくれる人がいなかったため」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）父親 

有効回答がありませんでした。  

％

子どもの成長を重視したため

希望する保育所に入れなかっ
たため

自分や子どもなどの体調が思

わしくなかったため

配偶者や家族の希望があった
ため

職場の受け入れ態勢が整って
いなかったため

子どもをみてくれる人がいな

かったため

その他

無回答

5.3

78.9

7.9

0.0

2.6

7.9

2.6

10.5

0.0

7.1

50.0

14.3

7.1

7.1

21.4

0.0

35.7

0 20 40 60 80 100

％

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があった

ため

経済的な理由で早く復帰する必
要があったため

人事異動や業務の節目の時期
に合わせるため

その他

無回答

71.3

2.4

22.6

26.2

14.6

4.3

0.0

49.0

3.0

18.0

31.0

17.0

13.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 164)

平成25年度調査

(回答者数 = 100)

平成30年度調査

(回答者数 = 38)

平成25年度調査

(回答者数 = 14)
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問 27-６ 問 27-１で「1．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかが

います。 

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

（母親、父親それぞれに〇は１つ） 

ア 母親 

「利用した」の割合が 62.0％と最も高く、次い

で「利用する必要がなかった（フルタイムで働き

たかった、もともと短時間勤務だった）」の割合

が 19.9％、「利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった）」の割合が 17.8％となって

います。 

平成 25年度調査と比較すると、「利用した」の

割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「利用する必要がなかった（フルタイムで働き

たかった、もともと短時間勤務だった）」の割合

が 62.5％と最も高く、次いで「利用したかったが、

利用しなかった（利用できなかった）」の割合が

15.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「利用したかっ

たが、利用しなかった（利用できなかった）」の割

合が減少しています。 

 

 

  

％

利用する必要がなかった（フル
タイムで働きたかった、もともと
短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しな
かった（利用できなかった）

無回答

62.5

3.1

15.6

18.8

66.7

0.0

25.0

8.3

0 20 40 60 80 100

％

利用する必要がなかった（フル
タイムで働きたかった、もともと
短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しな

かった（利用できなかった）

無回答

19.9

62.0

17.8

0.3

0.0

18.9

56.8

22.5

1.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 287)

平成25年度調査

(回答者数 = 169)

平成30年度調査

(回答者数 = 32)

平成25年度調査

(回答者数 = 12)
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問 27-７ 問 27-６で「３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」

に○をつけた方にうかがいます。 

短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由をお答えくださ

い。（母親、父親それぞれに〇は３つまで） 

ア 母親 

「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気

があった」の割合が 49.0％と最も高く、次いで

「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に

苦しくなる」の割合が 39.2％、「仕事が忙しかっ

た」の割合が 37.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「短時間勤務に

すると給与が減額され、経済的に苦しくなる」「短

時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位

が下がる」の割合が増加しています。一方、「仕事

が忙しかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「仕事が忙しかった」が 3 件となっています。「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的

に苦しくなる」が 2 件、「配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した」、「職場に短時間

勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 1件となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した」「仕事

が忙しかった」「短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる」「職場に短時間勤務

制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」の割合が増加しています。一方、「配偶者が子育

てに専念している、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」「職場

に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」の割合が減少しています。 

  

％

配偶者が育児休業制度や短時
間勤務制度を利用した

配偶者が子育てに専念してい
る、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要
がなかった

職場に短時間勤務制度を取り
にくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減
額され、経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育所の
入所申請の優先順位が下がる

子育てや家事に専念するため
退職した

職場に短時間勤務制度がな
かった（就業規則に定めがな
かった）

短時間勤務制度を利用できるこ
とを知らなかった

その他

無回答

2.0

0.0

49.0

37.3

39.2

17.6

0.0

17.6

5.9

11.8

0.0

0.0

2.6

50.0

60.5

15.8

2.6

0.0

13.2

10.5

5.3

2.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 51)

平成25年度調査

(回答者数 = 38)
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問 27-８ 問 27-７で「３.職場に短時間勤務制度をとりにくい雰囲気があった」と回答

した方にうかがいます。 

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった理由は何ですか。 

（母親、父親それぞれに〇は３つまで） 

ア 母親 

「業務が他の人の負担となるから」の割合が

80.0％と最も高く、次いで「取得している人がい

ないから」の割合が 48.0％、「職場の人の理解が

得られないから」の割合が 32.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「業務が他の人の負担となるから」、「職場の人の理解が得られないから」、「上司に理解が得ら

れないから」が 1件となっています。 

 

 

 

 

 

問 27-９ 問 27-１で「2．現在も育児休業中である」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんが 1歳になったときに必ず預けられる施設等があれば、1歳に

なるまで育児休業を取得しますか。（母親、父親それぞれに〇は１つ） 

ア 母親 

「１歳になるまで育児休業を取得したい」の割

合が 79.6％、「１歳になる前に復帰したい」の割

合が 8.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

有効回答がありません。 

  

回答者数 = 25 ％

取得している人がいないから

業務が他の人の負担となるから

職場の人の理解が得られない
から

上司に理解が得られないから

その他

無回答

48.0

80.0

32.0

24.0

12.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 98 ％

１歳になるまで育児休業を取得
したい

１歳になる前に復帰したい

無回答

79.6

8.2

12.2

0 20 40 60 80 100
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問 27-10 問 27で「２．取得した（取得中である）」「３．取得していない」に○をつけ

た方にうかがいます。 

子どもが原則１歳（※１）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子ども

が満３歳になるまでの育児休業等（※２）期間について健康保険及び厚生年金保

険の保険料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。

（〇は１つ） 

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知って

いた」の割合が 33.2％と最も高く、次いで「育児

休業給付のみ知っていた」の割合が 27.1％、「育

児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」

の割合が 17.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「育児休業給付、

保険料免除のいずれも知らなかった」の割合が増

加しています。一方、「育児休業給付、保険料免除

のいずれも知っていた」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27-11 仕事と子育ての両立に関して、大変だと感じていることをお答えください。

（〇はいくつでも）。 

「子どもが急病時の対応」の割合が 59.7％と最

も高く、次いで「子どもと接する時間が少ない」

の割合が 47.2％、「急な残業が入ってしまう」の

割合が 27.7％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「急な残業が入

ってしまう」「子どもが急病時の対応」「保育所が

見つからない」「子どもと接する時間が少ない」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

急な残業が入ってしまう

子どもが急病時の対応

職場の理解が得られない

保育所が見つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

特にない

無回答

27.7

59.7

15.3

15.5

47.2

6.5

3.4

22.7

0.0

52.1

86.3

13.7

35.6

65.8

5.5

2.7

1.4

0 20 40 60 80 100

％

育児休業給付、保険料免除の
いずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除の
いずれも知らなかった

無回答

33.2

27.1

0.8

17.6

21.3

0.0

61.6

30.1

0.0

4.1

4.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 888)

平成25年度調査

(回答者数 = 73)

平成30年度調査

(回答者数 = 888)

平成25年度調査

(回答者数 = 73)
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問 27-12 すべての方にうかがいます。 

子育てと介護を同時に行っている（いた）ことがありましたか。（○は１つ） 

ア 母親 

「同時におこなっている（いた）」の割合が

3.5％、「同時におこなっていない」の割合が

92.8％となっています。 

 

 

 

イ 父親 

「同時におこなっている（いた）」の割合が

1.4％、「同時におこなっていない」の割合が

86.9％となっています。 

 

 

 

 

問 27-13 問 27-12で「１．同時に行っている（いた）」と回答した方にうかがいます。 

仕事についてはどうしましたか。当てはまる番号に○をつけてください。 

（○は１つ） 

ア 母親 

「仕事を継続」の割合が 46.9％と最も高く、次

いで「勤務形態を変更」の割合が 18.8％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「仕事を継続」の割合が 92.3％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 922 ％

同時におこなっている（いた）

同時におこなっていない

無回答

3.5

92.8

3.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

同時におこなっている（いた）

同時におこなっていない

無回答

1.4

86.9

11.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 32 ％

仕事を継続

仕事を休職

勤務形態を変更

仕事を辞めた

無回答

46.9

6.3

18.8

6.3

21.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 13 ％

仕事を継続

仕事を休職

勤務形態を変更

仕事を辞めた

無回答

92.3

0.0

0.0

0.0

7.7

0 20 40 60 80 100
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問 27-14 問 27-12で「１．同時に行っている（いた）」と回答した方にうかがいます。 

大変だと感じている（いた）事があれば。当てはまる番号に○をつけてくだ

さい。（母親、父親それぞれに○は３つまで） 

ア 母親 

「精神的、体力的に苦しい」の割合が 53.1％と

最も高く、次いで「子ども、親（義親）の世話を

十分にできない」の割合が 50.0％、「時間の捻出

が困難である」の割合が 34.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「時間の捻出が困難である」の割合が 61.5％と

最も高く、次いで「精神的、体力的に苦しい」の

割合が 46.2％、「子ども、親（義親）の世話を十

分にできない」の割合が 38.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 32 ％

精神的、体力的に苦しい

費用が家計を圧迫している

子ども、親（義親）の世話を十分
にできない

時間の捻出が困難である

協力者及び協力体制の構築が
困難である

職場の理解が得られない

配偶者、兄弟、親戚等の理解が
得られない

誰に相談したらよいかわからな
い

その他

無回答

53.1

18.8

50.0

34.4

12.5

3.1

9.4

12.5

3.1

15.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 13 ％

精神的、体力的に苦しい

費用が家計を圧迫している

子ども、親（義親）の世話を十分
にできない

時間の捻出が困難である

協力者及び協力体制の構築が
困難である

職場の理解が得られない

配偶者、兄弟、親戚等の理解が
得られない

誰に相談したらよいかわからな
い

その他

無回答

46.2

30.8

38.5

61.5

7.7

7.7

0.0

0.0

0.0

15.4

0 20 40 60 80 100
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（４）お子さんの保護者の就労状況について 

問 28 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答え

ください。（１～６の項目について、母親、父親それぞれに○は１つ） 

ア 母親 

「以前は就労していたが、現在は就労していな

い」の割合が 35.5％と最も高く、次いで「フルタ

イムで就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」の割合が 25.2％、「パート・アルバイト

等で就労しており、産休・育休・介護休業中では

ない」の割合が 19.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「フルタイムで

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

の割合が増加しています。一方、「以前は就労し

ていたが、現在は就労していない」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない」の割合が 93.6％と最も高くな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

  

％

フルタイムで就労しており、産
休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労して
おり、産休・育休・介護休業中で
はない

パート・アルバイト等で就労して
いるが、産休・育休・介護休業
中である

以前は就労していたが、現在は
就労していない

これまで就労したことがない

無回答

93.6

0.2

0.7

0.0

0.4

0.1

5.0

95.3

0.1

1.0

0.0

0.5

0.1

3.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 843)

％

フルタイムで就労しており、産
休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労して
おり、産休・育休・介護休業中で
はない

パート・アルバイト等で就労して
いるが、産休・育休・介護休業
中である

以前は就労していたが、現在は
就労していない

これまで就労したことがない

無回答

25.2

13.6

19.4

1.6

35.5

2.5

2.3

17.8

9.7

15.5

1.5

50.1

4.4

3.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 905)

平成25年度調査

(回答者数 = 684)
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（１）－１ 就労している方（問 28で「１」～「４」に○をつけた方）にうかがいます｡ 

母親と父親の週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間

を含む）」を、□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

ア 母親 

（ア）１週あたり就労日数 

「５日」の割合が 70.8％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 10.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１日あたり就労時間 

「８時間～９時間未満」の割合が 31.4％と最も

高く、次いで「７時間～８時間未満」の割合が

19.6％、「６時間～７時間未満」の割合が 14.0％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成30年度調査

(回答者数 = 551)

平成25年度調査

(回答者数 = 376)

％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

0.2

0.7

2.5

6.0

7.8

14.0

19.6

31.4

6.5

3.6

0.5

1.6

5.4

0.0

0.0

1.6

2.7

5.9

6.9

15.7

16.2

35.9

8.2

4.3

0.5

1.1

1.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 551)

平成25年度調査

(回答者数 = 376)

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.1

2.5

7.1

10.7

70.8

4.5

0.5

2.7

0.0

1.9

2.9

4.5

10.1

71.0

7.7

0.8

1.1

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

（ア）１週あたり就労日数 

「５日」の割合が 71.7％と最も高く、次いで

「６日」の割合が 18.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１日あたり就労時間 

「８時間～９時間未満」の割合が 23.4％と最も

高く、次いで「10 時間～11 時間未満」の割合が

23.0％、「12時間以上」の割合が 17.0％となって

います。 

平成 25年度調査と比較すると、「12時間以上」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成30年度調査

(回答者数 = 855)

平成25年度調査

(回答者数 = 793)

％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

0.0

0.1

0.0

0.2

0.0

0.1

1.4

23.4

14.5

23.0

9.0

17.0

11.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

1.4

22.8

11.1

24.3

7.4

25.3

7.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 855)

平成25年度調査

(回答者数 = 793)

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.0

0.5

0.4

0.2

71.7

18.8

1.3

7.1

0.0

0.1

0.3

0.5

0.5

67.0

23.6

1.4

6.7

0 20 40 60 80 100
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（１）－２ 母親と父親の家を出る時刻と帰宅時刻を、□内に数字でご記入ください。

（数字は一枠に一字）時間は、必ず（例）０８時～１７時のように、 

２４時間制、３０分単位でお答えください。 

ア 母親 

（ア）家を出る時間 

「８時～８時 30分」の割合が 30.7％と最も高

く、次いで「７時 30分～８時」の割合が 26.9％、

「８時 30分～９時」の割合が 14.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 551 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

2.0

9.3

26.9

30.7

14.3

6.9

2.9

0.9

0.4

0.2

0.0

1.5

4.2

0 20 40 60 80 100
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（イ）帰宅時間 

「18 時～18 時 30 分」の割合が 21.4％と最も

高く、次いで「18時 30分～19時」の割合が 16.9％、

「17 時 30 分～18 時」の割合が 12.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 551 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

2.2

1.6

0.9

2.5

2.5

3.1

2.2

3.3

3.3

10.9

12.5

21.4

16.9

9.1

1.8

1.3

0.4

0.4

3.8

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

（ア）家を出る時間 

「７時 30分～８時」の割合が 27.0％と最も高

く、次いで「７時～７時 30分」の割合が 19.4％、

「８時～８時 30分」の割合が 18.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 855 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

14.6

19.4

27.0

18.2

5.7

3.5

0.9

0.8

0.2

0.1

0.1

1.2

8.1

0 20 40 60 80 100
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（イ）帰宅時間 

「20 時～21 時」の割合が 20.2％と最も高く、

次いで「19 時～20 時」の割合が 18.7％、「21 時

～22 時」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 855 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

5.0

0.2

0.0

0.1

0.0

0.0

0.1

0.1

0.0

0.9

0.9

4.1

4.7

18.7

20.2

18.5

10.3

7.3

8.8

0 20 40 60 80 100
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（１）－３ 育児と仕事を両立するうえで望ましいと考えられる母親と父親の家を出る

時刻と帰宅時刻を、□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

時間は、必ず（例）０８時～１７時のように、２４時間制、３０分単位で

お答えください。 

ア 母親 

（ア）理想的な家を出る時間 

「８時～８時 30分」の割合が 33.2％と最も高

く、次いで「８時 30分～９時」の割合が 25.8％、

「９時～９時 30分」の割合が 22.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 551 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

0.4

2.0

4.9

33.2

25.8

22.5

4.4

3.8

0.2

0.2

0.0

0.2

2.5

0 20 40 60 80 100
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（イ）理想的な帰宅時間 

「17 時～17 時 30 分」の割合が 32.8％と最も

高く、次いで「16時～16時30分」の割合が 18.0％、

「18 時～18 時 30 分」の割合が 10.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 551 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

1.1

1.8

0.7

4.7

2.5

6.4

2.4

18.0

6.9

32.8

8.3

10.5

0.7

0.4

0.0

0.2

0.0

0.0

2.5

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

（ア）理想的な家を出る時間 

「８時～８時 30分」の割合が 44.7％と最も高

く、次いで「７時 30分～８時」の割合が 16.5％、

「８時 30分～９時」の割合が 11.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 855 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

1.8

9.0

16.5

44.7

11.2

5.7

0.5

0.4

0.0

0.0

0.1

0.6

9.6

0 20 40 60 80 100
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（イ）理想的な帰宅時間 

「19 時～20 時」の割合が 31.3％と最も高く、

次いで「18時～18時 30分」の割合が 29.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 855 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

2.3

0.1

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.5

0.1

6.3

3.7

29.0

8.1

31.3

7.4

1.3

0.1

0.2

9.4

0 20 40 60 80 100
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問 28-１ パート・アルバイト等で就労している方（問 28で「3」「4」に○をつけた

方）にうかがいます。 

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度以上の就労）への転換希望はあ

りますか。（１～４の項目について、母親、父親それぞれに○は１つ） 

ア 母親 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを

希望」の割合が 59.3％と最も高く、次いで「フル

タイムへの転換希望はあるが、実現できる見込み

はない」の割合が 24.7％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「パート・アル

バイト等の就労を続けることを希望」の割合が増

加しています。一方、「フルタイムへの転換希望

はあるが、実現できる見込みはない」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」が 2 件となっています。「フル

タイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」、「パート・アルバイト等の就労を続け

ることを希望」が 1件となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」の割合が増加しています。一方、「フルタイ

ムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」「パート・アルバイト等をやめて子育てや家

事に専念したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子

育てや家事に専念したい

無回答

8.2

24.7

59.3

4.1

3.6

0.0

8.3

31.3

51.4

4.9

4.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 194)

平成25年度調査

(回答者数 = 144)
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問 28-２ 問 28の「母親」または「父親」について、「5．以前は就労していたが、現在

は就労していない」または「６．これまで就労したことがない」に○をつけ

た方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。（○は１つ）選んだ番号に□がある場合

は、□内に数字をご記入ください。（数字は一枠に一字） 

ア 母親 

「１年より先、一番下の子どもが 歳になった

ころに就労したい」の割合が 39.4％と最も高く、

次いで「今は子育てや家事などに専念したい（就

労の予定はない）」の割合が 29.4％、「すぐにでも、

もしくは１年以内に就労したい」の割合が 20.9％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

（ア）就労を開始したい時の子どもの年齢 

「３歳」の割合が 31.9％と最も高く、次いで

「７歳」の割合が 15.9％、「４歳」、「６歳」の割

合が 13.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「３歳」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

13歳以上

無回答

0.0

2.2

5.1

31.9

13.8

5.8

13.8

15.9

5.8

0.7

3.6

0.0

0.0

0.7

0.7

0.0

0.0

3.6

5.6

20.9

13.3

5.1

12.8

19.9

5.1

1.5

8.2

0.0

1.0

1.0

2.0

0 20 40 60 80 100

今は子育てや家事などに専念
したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが
歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に
就労したい

無回答

29.4

39.4

20.9

10.3

0.0

33.1

42.7

20.5

3.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 350)

平成25年度調査

(回答者数 = 459)

平成30年度調査

(回答者数 = 138)

平成25年度調査

(回答者数 = 196)
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（イ）希望する就労形態 

「フルタイム(1週５日程度・１日８時間程度の

就労）」の割合が 12.3％、「パートタイム、アルバ

イト等（「ア」以外）」の割合が 87.7％となってい

ます。 

平成 25 年度調査と比較すると、「フルタイム

(１週５日程度・１日８時間程度の就労)」「パー

トタイム、アルバイト等（「ア」以外）」の割合が

増加しています。 

 

 

（ウ）パートタイム、アルバイト等の希望就労日数 

「３日」の割合が 32.8％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 31.3％、「５日」の割合が 18.8％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「２日」の割合

が増加しています。一方、「３日」「４日」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）パートタイム、アルバイト等の希望就労時間 

「５時間～６時間未満」の割合が 32.8％と最も

高く、次いで「４時間～５時間未満」の割合が

26.6％、「６時間～７時間未満」の割合が 20.3％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「６時間～７時

間未満」の割合が増加しています。一方、「４時間

～５時間未満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイム(1週5 日程度・1 日8

時間程度の就労)

パートタイム、アルバイト等

（「ア」以外）

無回答

12.3

87.7

0.0

0.0

5.2

29.3

65.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 73)

平成25年度調査

(回答者数 = 290)

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.0

10.9

32.8

31.3

18.8

0.0

1.6

4.7

0.0

0.0

2.4

41.2

37.6

15.3

0.0

0.0

3.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 64)

平成25年度調査

(回答者数 = 85)

％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間以上

無回答

1.6

0.0

9.4

26.6

32.8

20.3

3.1

0.0

6.3

0.0

0.0

0.0

4.7

41.2

30.6

14.1

1.2

4.7

3.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 64)

平成25年度調査

(回答者数 = 85)
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イ 父親 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 2 件となっています。「今は子育てや家事

などに専念したい（就労の予定はない）」が 1件となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」

の割合が増加しています。一方、「1 年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労した

い」「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

（ア）就労を開始したい時の子どもの年齢 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

 

（イ）希望する就労形態 

「フルタイム(１週５日程度・１日８時間程度の就労）」が 1件となっています。 

 

 

 

 

 

（ウ）パートタイム、アルバイト等の希望就労日数 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

 

（エ）パートタイム、アルバイト等の希望就労時間 

有効回答がありませんでした。 
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（５）お子さんの平日の定期的な教育・保育の利用状況について 

問 29 お子さんは現在、幼稚園や保育所などを利用されていますか。（○は１つ） 

「利用している」の割合が 70.6％、「利用して

いない」の割合が 28.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「利用している」

の割合が増加しています。一方、「利用していな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

問 29-１ 問 29-１～問 29-４については、問 29で「1．利用している」に○をつけた方

にうかがいます。 

お子さんは、平日どのような教育・保育を定期的に利用していますか。 

（○はいくつでも） 

「保育所（認可・認可外）」の割合が 34.9％と

最も高く、次いで「幼稚園（預かり保育を利用）」

の割合が 22.1％、「認定こども園」の割合が

12.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「認定こども園」

の割合が増加しています。一方、「幼稚園（預かり

保育の利用なし）」「保育所（認可・認可外）」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

幼稚園（預かり保育の利用な

し）

幼稚園（預かり保育を利用）

保育所（認可・認可外）

認定こども園

家庭的保育（保育者の家庭等

で子どもを保育する事業）

小規模な保育施設（市の認可を

受けた定員おおむね６～19人の

もの）

事業所内保育所・院内保育所

（企業等が主に従業員用に運営

する施設）

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型

保育

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

22.1

12.1

34.9

8.8

0.8

2.2

0.9

0.6

0.2

0.2

0.5

19.0

39.6

12.4

49.9

0.0

0.8

0.0

1.0

0.4

0.4

1.0

1.3

0.4

0 20 40 60 80 100

％

利用している

利用していない

無回答

70.6

28.9

0.5

0.0

61.4

38.0

0.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 651)

平成25年度調査

(回答者数 = 523)

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、１歳、３歳で「保育所（認可・認可外）」の割合が、４歳

～６歳で「幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
な
し
） 

幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

保
育
所
（
認
可
・
認
可
外
） 

認
定
こ
ど
も
園 

家
庭
的
保
育
（
保
育
者
の
家
庭
等
で
子
ど

も
を
保
育
す
る
事
業
） 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
市
の
認
可
を
受
け

た
定
員
お
お
む
ね
６
～
19
人
の
も
の
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
（
企
業

等
が
主
に
従
業
員
用
に
運
営
す
る
施
設
） 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 25  36.0  24.0  68.0  28.0  28.0  32.0  28.0  28.0  24.0  24.0  24.0  － 

１歳 66  6.1  9.1  71.2  13.6  4.5  9.1  7.6  6.1  6.1  4.5  4.5  3.0  

２歳 91  13.2  12.1  69.2  22.0  9.9  14.3  9.9  8.8  8.8  8.8  11.0  1.1  

３歳 107  43.0  40.2  73.8  43.9  33.6  35.5  33.6  34.6  33.6  34.6  33.6  － 

４歳 147  33.3  44.2  62.6  36.1  25.2  25.2  25.2  25.2  25.2  25.2  25.9  0.7  

５歳 149  38.9  44.3  68.5  38.3  29.5  29.5  29.5  29.5  29.5  30.2  29.5  0.7  

６歳 56  28.6  44.6  55.4  19.6  16.1  16.1  16.1  16.1  17.9  16.1  16.1  － 
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問 29-２ 平日に定期的に利用している教育・保育について、どのくらい利用していま

すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。問 29-１で選んだ番

号（主に利用している番号２つまで）を、下記の「番号」の欄にご記入の

上、現在と希望について、１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何

時まで）かを、□内に具体的な数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

時間は、必ず （例）０９時～１７時のように２４時間制でご記入くださ

い。なお、利用時間に応じた負担が発生します。 

ア 現在 

①１週間当たり利用日数 

１週間当たり利用日数でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』『３．保育所（認可・

認可外）』で「５日」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

１．幼稚園（預かり保育の利用なし） 144  - 1.4  2.8  2.1  93.1  0.7  - - 

２．幼稚園（預かり保育を利用） 79  13.9  5.1  8.9  6.3  64.6  - - 1.3  

３．保育所（認可・認可外） 227  - 0.9  - 1.3  92.1  5.7  - - 

４．認定こども園 57  - - - 8.8  87.7  3.5  - - 

５．家庭的保育 5  - - - - 20.0  - - 80.0  

６．小規模な保育施設 14  - - - - 85.7  7.1  - 7.1  

７．事業所内保育所・院内保育所 6  - - 16.7  16.7  66.7  - - - 

８．その他の認可外の保育施設 4  25.0  - - 25.0  50.0  - - - 

９．ベビーシッターなど居宅訪問型保育 1  - - - - 100.0  - - - 

10．ファミリーサポートセンター 1  - - 100.0  - - - - - 

11．その他 3  100.0  - - - - - - - 
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②１日当たり利用時間 

１日当たり利用時間でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』で「５～６時間未満」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
～
２
時
間
未
満 

２
～
３
時
間
未
満 

３
～
４
時
間
未
満 

４
～
５
時
間
未
満 

５
～
６
時
間
未
満 

６
～
７
時
間
未
満 

７
～
８
時
間
未
満 

８
～
９
時
間
未
満 

９
～
10
時
間
未
満 

10
～
11
時
間
未
満 

11
～
12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

１．幼稚園 
（預かり保育の利用なし） 

144  - 0.7  1.4  3.5  55.6  36.8  0.7  0.7  0.7  - - - - 

２．幼稚園 
（預かり保育を利用） 

79  6.3  8.9  1.3  1.3  16.5  26.6  12.7  20.3  3.8  - 1.3  1.3  - 

３．保育所（認可・認可外） 227  - - - 0.4  - 0.4  12.8  14.5  28.2  35.7  7.0  0.9  - 

４．認定こども園 57  - - - 3.5  - 3.5  15.8  21.1  28.1  22.8  1.8  1.8  1.8  

５．家庭的保育 5  - - - - - - - 60.0  40.0  - - - - 

６．小規模な保育施設 14  - - - - 7.1  7.1  21.4  14.3  21.4  21.4  7.1  - - 

７．事業所内保育所・院内 
保育所 

6  - - - - 33.3  - - 16.7  33.3  16.7  - - - 

８．その他の認可外の 
保育施設 

4  - - - - 25.0  25.0  - 25.0  - 25.0  - - - 

９．ベビーシッターなど 
居宅訪問型保育 

1  - - - - - - 100.0  - - - - - - 

10．ファミリーサポート 
センター 

1  100.0  - - - - - - - - - - - - 

11．その他 3  66.7  - - 33.3  - - - - - - - - - 
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③利用開始時間 

利用開始時間でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』で「９時台」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

７
時
前 

７
時
台 

８
時
台 

９
時
台 

10
時
台 

11
時
台 

12
時
台 

13
時
以
降 

無
回
答 

１．幼稚園（預かり保育の利用なし） 144  0.7  - 9.7  78.5  9.7  - - 0.7  0.7  

２．幼稚園（預かり保育を利用） 79  - 1.3  25.3  49.4  5.1  - 1.3  17.7  - 

３．保育所（認可・認可外） 227  - 12.3  59.5  26.9  - - - 1.3  - 

４．認定こども園 57  - 3.5  63.2  31.6  - - - - 1.8  

５．家庭的保育 5  - - 20.0  - - - - 80.0  - 

６．小規模な保育施設 14  - 21.4  35.7  35.7  - - - 7.1  - 

７．事業所内保育所・院内保育所 6  - - 66.7  33.3  - - - - - 

８．その他の認可外の保育施設 4  - - 25.0  50.0  - - 25.0  - - 

９．ベビーシッターなど居宅訪問型保育 1  - - - - 100.0  - - - - 

10．ファミリーサポートセンター 1  - - - - - - - 100.0  - 

11．その他 3  33.3  - - 33.3  33.3  - - - - 
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④利用終了時間 

利用終了時間でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』で「14時台」の割合が、『３．

保育所（認可・認可外）』『６．小規模な保育施設』で「18時台」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

12
時
よ
り
前 

12
時
台 

13
時
台 

14
時
台 

15
時
台 

16
時
台 

17
時
台 

18
時
台 

19
時
台 

20
時
台 

21
時
以
降 

無
回
答 

１．幼稚園（預かり保育の利用なし） 144  1.4  2.1  3.5  55.6  36.1  - 0.7  - - - - 0.7  

２．幼稚園（預かり保育を利用） 79  2.5  - - 17.7  29.1  30.4  13.9  5.1  - - - 1.3  

３．保育所（認可・認可外） 227  0.4  - 0.4  - 0.4  18.9  26.9  51.1  1.8  - - - 

４．認定こども園 57  - - 3.5  - 1.8  31.6  28.1  31.6  - 1.8  - 1.8  

５．家庭的保育 5  60.0  - - - - - 20.0  - - - - 20.0  

６．小規模な保育施設 14  7.1  - - - - 21.4  21.4  50.0  - - - - 

７．事業所内保育所・院内保育所 6  - - 33.3  - - - 33.3  33.3  - - - - 

８．その他の認可外の保育施設 4  - - - - 25.0  - 50.0  25.0  - - - - 

９．ベビーシッターなど居宅訪問型 
保育 

1  - - - - - - 100.0  - - - - - 

10．ファミリーサポートセンター 1  - - - - - - - 100.0  - - - - 

11．その他 3  66.7  - 33.3  - - - - - - - - - 
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イ 希望 

①１週間当たり利用日数 

１週間当たり利用日数でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』で「５日」の割合が

高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

１．幼稚園（預かり保育の利用なし） 144  - 0.7  2.1  2.8  81.3  1.4  - 11.8  

２．幼稚園（預かり保育を利用） 79  3.8  5.1  12.7  2.5  59.5  2.5  - 13.9  

３．保育所（認可・認可外） 227  - - 1.8  1.8  76.2  5.3  0.4  14.5  

４．認定こども園 57  - - - 1.8  70.2  5.3  - 22.8  

５．家庭的保育 5  - - - - 20.0  20.0  20.0  40.0  

６．小規模な保育施設 14  - - - - 57.1  14.3  7.1  21.4  

７．事業所内保育所・院内保育所 6  - - 16.7  16.7  66.7  - - - 

８．その他の認可外の保育施設 4  25.0  - - - 50.0  25.0  - - 

９．ベビーシッターなど居宅訪問型保育 1  - - - - 100.0  - - - 

10．ファミリーサポートセンター 1  - - 100.0  - - - - - 

11．その他 3  66.7  - - - - - - 33.3  
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②１日当たり利用時間 

１日当たり利用時間でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』で「６～７時間未満」

の割合が高くなっています。 

 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
～
２
時
間
未
満 

２
～
３
時
間
未
満 

３
～
４
時
間
未
満 

４
～
５
時
間
未
満 

５
～
６
時
間
未
満 

６
～
７
時
間
未
満 

７
～
８
時
間
未
満 

８
～
９
時
間
未
満 

９
～
10
時
間
未
満 

10
～
11
時
間
未
満 

11
～
12
時
間
未
満 

12
時
間
以
上 

無
回
答 

１．幼稚園 
（預かり保育の利用なし） 

144  - - - 0.7  11.8  43.1  22.2  7.6  2.1  - - 0.7  11.8  

２．幼稚園 
（預かり保育を利用） 

79  6.3  3.8  3.8  1.3  3.8  15.2  20.3  24.1  5.1  2.5  1.3  1.3  11.4  

３．保育所（認可・認可外） 227  - - - - - 1.3  10.6  17.2  22.5  22.9  8.4  3.1  14.1  

４．認定こども園 57  - - - - 1.8  1.8  8.8  21.1  24.6  17.5  1.8  1.8  21.1  

５．家庭的保育 5  - - - - - - - - 60.0  - - - 40.0  

６．小規模な保育施設 14  - - - - - 7.1  14.3  14.3  14.3  21.4  7.1  - 21.4  

７．事業所内保育所・院内 
保育所 

6  - - - - 33.3  - - 16.7  16.7  16.7  16.7  - - 

８．その他の認可外の 
保育施設 

4  - - - - 25.0  - - - 50.0  25.0  - - - 

９．ベビーシッターなど 
居宅訪問型保育 

1  - - - - - - 100.0  - - - - - - 

10．ファミリーサポート 
センター 

1  100.0  - - - - - - - - - - - - 

11．その他 3  66.7  - - - - - - - - - - - 33.3  
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③利用開始時間 

利用開始時間でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』で「９時台」の割合が高くな

っています。 

 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

７
時
前 

７
時
台 

８
時
台 

９
時
台 

10
時
台 

11
時
台 

12
時
台 

13
時
以
降 

無
回
答 

１．幼稚園（預かり保育の利用なし） 144  0.7  0.7  16.7  69.4  2.1  - - - 10.4  

２．幼稚園（預かり保育を利用） 79  - 1.3  26.6  44.3  2.5  - - 13.9  11.4  

３．保育所（認可・認可外） 227  - 8.8  49.3  26.4  0.4  - - 0.9  14.1  

４．認定こども園 57  - 3.5  49.1  24.6  - - - - 22.8  

５．家庭的保育 5  - - 20.0  - - - - 60.0  20.0  

６．小規模な保育施設 14  - 14.3  28.6  28.6  - - - 7.1  21.4  

７．事業所内保育所・院内保育所 6  - 33.3  33.3  33.3  - - - - - 

８．その他の認可外の保育施設 4  - - 50.0  25.0  - - 25.0  - - 

９．ベビーシッターなど居宅訪問型保育 1  - - - - 100.0  - - - - 

10．ファミリーサポートセンター 1  - - - - - - - 100.0  - 

11．その他 3  - - - - - - - 66.7  33.3  
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④利用終了時間 

利用終了時間でみると、『１．幼稚園（預かり保育の利用なし）』で「15時台」の割合が高くな

っています。 

 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

12
時
よ
り
前 

12
時
台 

13
時
台 

14
時
台 

15
時
台 

16
時
台 

17
時
台 

18
時
台 

19
時
台 

20
時
台 

21
時
以
降 

無
回
答 

１．幼稚園（預かり保育の利用なし） 144  1.4  - 0.7  14.6  46.5  20.1  5.6  - 0.7  - - 10.4  

２．幼稚園（預かり保育を利用） 79  2.5  - - 2.5  22.8  31.6  22.8  6.3  - - - 11.4  

３．保育所（認可・認可外） 227  0.4  - - - 1.3  14.5  29.1  32.2  7.9  0.4  - 14.1  

４．認定こども園 57  - - - 1.8  1.8  19.3  26.3  26.3  1.8  - - 22.8  

５．家庭的保育 5  - - - - - - - 20.0  - - - 80.0  

６．小規模な保育施設 14  - - - - - 21.4  14.3  35.7  - - - 28.6  

７．事業所内保育所・院内保育所 6  - - 33.3  - - - 16.7  50.0  - - - - 

８．その他の認可外の保育施設 4  - - - - - - 50.0  50.0  - - - - 

９．ベビーシッターなど居宅訪問型 
保育 

1  - - - - - - 100.0  - - - - - 

10．ファミリーサポートセンター 1  - - - - - - - 100.0  - - - - 

11．その他 3  - - - 33.3  - 33.3  - - - - - 33.3  

 

 

 

 

 

問 29-３ 現在、利用している教育・保育の場所をお答えください。（○は１つ） 

「長岡京市内」の割合が 91.6％、「他の市区町

村」の割合が 6.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

長岡京市内

他の市区町村

無回答

91.6

6.9

1.5

0.0

88.1

11.5

0.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 651)

平成25年度調査

(回答者数 = 523)
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問 29-４ 平日に定期的に教育・保育を利用されている理由をお答えください。 

（○はいくつでも） 

「子育てをしている方が現在就労している」の

割合が 60.4％と最も高く、次いで「子どもの教育

や発達を第一に考えているため」の割合が 50.8％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「子育てをして

いる方が現在就労している」の割合が増加してい

ます。一方、「子どもの教育や発達を第一に考え

ているため」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29-５ 問 29で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「子どもがまだ小さいため（    歳くらい

になったら利用しようと考えている）」の割合が

60.2％と最も高く、次いで「父母のいずれかがみ

ているため、利用する必要がない」の割合が

52.6％、「利用したいが、幼稚園や保育所に空き

がない」の割合が 14.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「父母のいずれ

かがみているため、利用する必要がない」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子どもの教育や発達を第一に
考えているため

子育てをしている方が現在就労
している

子育てをしている方が就労予定

がある／求職中である

子育てをしている方が家族・親
族などを介護している

子育てをしている方が病気や障
がいがある

子育てをしている方が学生であ

る

その他

無回答

50.8

60.4

3.5

0.8

0.8

0.0

1.8

2.3

0.0

58.3

50.9

2.5

0.2

0.8

0.4

2.7

1.1

0 20 40 60 80 100

％

父母のいずれかがみているた
め、利用する必要がない

子どもがまだ小さいため（
歳くらいになったら利用しようと
考えている）

子どもの祖父母や親戚の人が
みている

近所の人や父母の友人・知人
がみている

利用したいが、幼稚園や保育所
に空きがない

利用したいが、経済的な理由で
利用できない

利用したいが、延長・夜間等の
時間帯の条件が合わない

利用したいが、内容や場所な
ど、納得できるところがない

その他

無回答

52.6

60.2

3.8

0.0

14.3

3.4

0.4

1.9

6.4

2.3

44.1

62.0

4.0

0.0

9.9

6.5

0.9

0.9

8.3

0.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 266)

平成25年度調査

(回答者数 = 324)

平成30年度調査

(回答者数 = 651)

平成25年度調査

(回答者数 = 523)
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定期的な教育・保育の利用を考える子どもの年齢 

「３歳」の割合が 49.4％と最も高く、次いで

「１歳」の割合が 23.8％、「２歳」、「４歳」の割

合が 11.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）幼児教育・保育の無償化が実施された場合を想定して、 

お子さんの教育・保育の利用意向について 

問 30 政府は、消費税率引き上げの時期に合わせて、認可・認可外を問わず、３歳から５

歳までのすべての子どもと、０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子どもについ

て、現在は利用料が発生しますが、無償になる方向です。その場合、現在、利用し

ている、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育とし

て、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（○はいくつでも） 

「保育所」の割合が 51.8％と最も高く、次いで

「幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が 39.5％、

「幼稚園（預かり保育の利用なし）」の割合が

28.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「幼稚園（預か

り保育を利用）」「認定こども園」の割合が増加し

ています。一方、「幼稚園（預かり保育の利用な

し）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

無回答

0.6

23.8

11.9

49.4

11.9

0.0

0.6

1.9

0.0

0.0

18.9

12.4

49.8

12.9

1.5

0.0

4.5

0 20 40 60 80 100

％

幼稚園（預かり保育の利用な
し）

幼稚園（預かり保育を利用）

保育所

認定こども園

小規模な保育施設（６～１９人）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型
保育

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

28.4

39.5

51.8

19.6

5.2

1.8

2.1

1.1

2.2

3.6

0.8

2.0

0.0

47.2

28.4

48.2

10.6

4.0

2.5

4.6

2.8

1.4

6.9

1.4

3.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

平成30年度調査

(回答者数 = 160)

平成25年度調査

(回答者数 = 201)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳で「保育所」「認定こども園」の割合が、３歳で「幼稚

園（預かり保育の利用なし）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
預
か
り 

保
育
の
利
用
な
し
） 

幼
稚
園
（
預
か
り 

保
育
を
利
用
） 

保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設

（
６
～
19
人
） 

家
庭
的
保
育 

（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・ 

院
内
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の 

保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー 

な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 138  26.1  47.1  69.6  29.7  15.9  4.3  3.6  － 3.6  2.9  － － 

１歳 143  25.9  47.6  62.9  26.6  9.1  2.8  4.2  0.7  0.7  5.6  － 2.1  

２歳 141  24.8  38.3  53.9  24.8  2.1  0.7  0.7  2.1  2.8  5.7  1.4  2.8  

３歳 127  36.2  37.0  44.1  15.0  3.1  0.8  3.1  0.8  0.8  3.1  0.8  1.6  

４歳 152  25.7  41.4  46.1  15.8  1.3  1.3  0.7  1.3  2.0  0.7  － － 

５歳 150  34.7  26.7  43.3  11.3  2.0  2.0  0.7  1.3  3.3  3.3  1.3  2.0  

６歳 59  20.3  37.3  35.6  5.1  － － 1.7  1.7  1.7  5.1  3.4  10.2  

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護 

休業中であるで「保育所」の割合が、パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である、以前は就労していたが、現在は就労していないで「幼稚園（預かり保育を利

用）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
預
か
り 

保
育
の
利
用
な
し
） 

幼
稚
園
（
預
か
り 

保
育
を
利
用
） 

保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設 

（
６
～
19
人
） 

家
庭
的
保
育 

（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・ 

院
内
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の 

保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー 

な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイムで就労して 
おり、産休・育休・介護 
休業中ではない 

232  2.6  22.0  81.5  20.3  2.2  0.9  1.3  1.7  1.7  3.0  － 1.7  

フルタイムで就労して 
いるが、産休・育休・介護 
休業中である 

125  7.2  31.2  87.2  36.8  8.8  1.6  3.2  0.8  3.2  4.0  0.8  0.8  

パート・アルバイト等で 
就労しており、産休・ 
育休・介護休業中ではない 

179  19.6  45.3  49.2  17.9  3.4  2.2  2.8  1.7  2.2  6.7  2.2  2.2  

パート・アルバイト等で 
就労しているが、産休・ 
育休・介護休業中である 

15  13.3  53.3  73.3  26.7  13.3  － 13.3  － － － － 6.7  

以前は就労していたが、 
現在は就労していない 

327  57.8  52.9  20.5  13.8  6.7  2.1  1.5  0.6  2.4  2.4  0.6  1.5  

これまで就労したことが 
ない 

23  73.9  30.4  13.0  8.7  8.7  4.3  － － － 4.3  － － 
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問 30-１ 教育・保育を利用したい場所をお答えください。（○は１つ） 

「長岡京市内」の割合が 93.2％、「他の市区町

村」の割合が 4.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30-２ 問 30の「1.幼稚園（預かり保育の利用なし）」または「2.幼稚園（預かり保育

を利用）」に○をつけ、かつ「３」～「11」にも○をつけた方にうかがいます。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を

強く希望しますか。（○は１つ） 

「はい」の割合が 62.8％、「いいえ」の割合が

34.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 31 ０歳児における子育てに対する考えは以下のどれにあたりますか。現在のあなた

の考えに最も近いものをお答えください。対象のお子さんが１歳児以上のとき

は、０歳児だったときのことを振り返り、お答えください。（○は１つ） 

「育児休業制度が整っていれば、今後１年以上

は在宅で子育てをしたい」の割合が 49.8％と最も

高く、次いで「一時預かりなど、不定期な保育サ

ービスを利用できれば、今後１年以上は在宅で子

育てをしたい」の割合が 20.7％、「すぐにでも、

もしくは１年以内に就労したいので、保育サービ

スを利用したい」の割合が 10.0％となっていま

す。 

 

 

  

回答者数 = 922 ％

長岡京市内

他の市区町村

無回答

93.2

4.7

2.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 199 ％

はい

いいえ

無回答

62.8

34.7

2.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

育児休業制度が整っていれば、

今後１年以上は在宅で子育てを
したい

一時預かりなど、不定期な保育

サービスを利用できれば、今後
１年以上は在宅で子育てをした
い

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したいので、保育サービス
を利用したい

無回答

49.8

20.7

10.0

19.5

0 20 40 60 80 100
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（７）お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 

問 32 お子さんは、現在、地域子育て支援センター（開田保育所内エンゼル、保健セン

ター内たんぽぽ、海印寺保育園内さんさんの会、さくらんぼの４ヶ所において、

親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場）を利用

していますか。（○はいくつでも）また、おおよその利用回数（頻度）を□内に

数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

「既に就園しており利用する必要はない」の割

合が 44.5％と最も高く、次いで「利用していない」

の割合が 37.3％、「地域子育て支援センター」の

割合が 16.1％となっています。 

 

 

 

ア 地域子育て支援センター 

（ア）１週あたりの利用頻度 

「１回」の割合が 23.6％と最も高くなっていま

す。 

平成 25年度調査と比較すると、「２回」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりの利用頻度 

「１回」の割合が 25.0％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 17.6％、「３回」の割合が 10.1％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

％

１回

２回

３回

４回

５回

６回～10回

11回～20回

21回以上

無回答

25.0

17.6

10.1

6.1

2.7

5.4

3.4

0.0

29.7

0.0

26.5

19.7

6.8

8.2

3.4

3.4

0.7

0.0

31.3

0 20 40 60 80 100

％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

23.6

8.8

8.8

2.7

1.4

0.0

0.0

54.7

0.0

23.1

15.6

5.4

1.4

0.7

0.0

0.0

53.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

地域子育て支援センター

その他当該自治体で実施して
いる類似の事業

利用していない

既に就園しており利用する必要

はない

無回答

16.1

3.6

37.3

44.5

1.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 148)

平成25年度調査

(回答者数 = 147)

平成30年度調査

(回答者数 = 148)

平成25年度調査

(回答者数 = 147)
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イ 類似の事業 

（ア）１週あたりの利用頻度 

「１回」の割合が 21.2％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりの利用頻度 

「１回」の割合が 39.4％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 18.2％、「４回」の割合が 15.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 問 32のような地域子育て支援センターについて、今は利用していないが、でき

れば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。（○は１

つ）また、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。（数字

は一枠に一字）なお、これらの事業の内、特別プログラムの利用には一定の利用

者負担が発生する場合があります。 

「既に就園しており利用する必要はない」の割

合が 54.2％と最も高く、次いで「新たに利用した

り、利用日数を増やしたいとは思わない」の割合

が 18.7％、「利用していないが、今後利用したい」

の割合が 12.0％となっています。 

 

  

回答者数 = 33 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

21.2

3.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

75.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 33 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回～10回

11回～20回

21回以上

無回答

39.4

18.2

9.1

15.2

3.0

3.0

0.0

0.0

12.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

利用していないが、今後利用し
たい

すでに利用しているが、今後利
用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を

増やしたいとは思わない

既に就園しており利用する必要
はない

無回答

12.0

8.6

18.7

54.2

6.5

0 20 40 60 80 100
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ア 利用していないが、今後利用したい 

（ア）１週あたりの利用頻度 

「１回」の割合が 36.9％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりの利用頻度 

「２回」の割合が 21.6％と最も高く、次いで

「４回」の割合が 11.7％、「１回」の割合が 10.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 111 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

36.9

18.0

5.4

0.9

0.9

0.0

0.0

37.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 111 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回～10回

11回～20回

21回以上

無回答

10.8

21.6

9.9

11.7

4.5

5.4

0.9

0.9

34.2

0 20 40 60 80 100
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イ すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

（ア）１週あたりの利用頻度 

「２回」の割合が 27.8％と最も高く、次いで

「１回」の割合が 24.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「２回」の割合

が増加しています。一方、「１回」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりの利用頻度 

「６回～10 回」の割合が 16.5％と最も高く、

次いで「４回」の割合が 12.7％、「２回」の割合

が 11.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「４回」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１回

２回

３回

４回

５回

６回～10回

11回～20回

21回以上

無回答

0.0

11.4

3.8

12.7

2.5

16.5

3.8

0.0

49.4

0.0

1.2

13.1

7.1

17.9

4.8

13.1

3.6

0.0

39.3

0 20 40 60 80 100

％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

24.1

27.8

6.3

1.3

5.1

0.0

0.0

35.4

0.0

31.0

14.3

6.0

4.8

2.4

0.0

0.0

41.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 79)

平成25年度調査

(回答者数 = 84)

平成30年度調査

(回答者数 = 79)

平成25年度調査

(回答者数 = 84)



67 

問 34 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利

用したいと思うものをお答えください。（①～⑭の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞ

れについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○） 

ア 認知度 

認知度をみると、他に比べ、⑩保育所や幼稚園の園庭等の開放で「はい」の割合が、③家庭教

育に関する学級・講座で「いいえ」の割合が高くなっています。 

平成 25年度調査と比較すると、②市の情報・相談サービス・健康相談、③家庭教育に関する学

級・講座、④保育所の子育て相談、⑥教育支援センター・教育相談、⑨幼稚園の預かり保育、⑪

児童館、⑫ファミリーサポートセンター、⑬家庭児童相談室、⑭市が発行している子育て情報誌、

子育て支援アプリで「はい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 = 922

①市の両親教室（母親学級）・
　 離乳教室

②市の情報・相談サービス・
 　健康相談

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所の子育て相談

⑤幼稚園の教育相談や講演会等

⑥教育支援センター・教育相談

⑦地域子育て支援センター

⑧保育所の一時保育

⑨幼稚園の預かり保育

⑩保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑪児童館

⑫ファミリーサポートセンター

⑬家庭児童相談室

⑭市が発行している子育て情報誌､
　 子育て支援アプリ

86.9

77.8

24.0

54.3

28.5

34.4

79.1

81.0

73.8

91.1

74.9

67.9

30.2

69.5

9.9

18.3

70.1

40.5

65.7

59.3

15.9

13.7

20.8

4.9

20.1

26.5

63.9

25.6

3.3

3.9

6.0

5.2

5.7

6.3

5.0

5.3

5.4

4.0

5.0

5.6

6.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成 30 年度調査】 
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回答者数 = 852

①市の両親教室（母親学級）・
 　離乳教室

②市の情報・相談サービス・
　 健康相談

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所の子育て相談

⑤幼稚園の教育相談や講演会等

⑥教育支援センター・教育相談

⑦地域子育て支援センター

⑧保育所の一時保育

⑨幼稚園の預かり保育

⑩保育所や幼稚園の園庭等の
 　開放

⑪児童館

⑫ファミリーサポートセンター

⑬家庭児童相談室

⑭市が発行している子育て
　 情報誌、子育て支援アプリ

84.6

72.3

17.3

49.1

27.9

28.6

76.1

77.7

61.5

86.4

52.5

61.3

24.6

41.0

8.2

20.8

77.0

45.4

66.5

64.4

16.5

17.1

33.0

5.5

41.8

34.0

70.3

53.9

7.2

6.9

5.8

5.5

5.5

6.9

7.4

5.2

5.5

8.1

5.8

4.7

5.0

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成 25 年度調査】 
はい いいえ 無回答
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イ 利用経験 

利用経験でみると、①市の両親教室（母親学級）・離乳教室、⑩保育所や幼稚園の園庭等の開放

で「はい」の割合が、⑫ファミリーサポートセンター、⑬家庭児童相談室で「いいえ」の割合が

高くなっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、⑦地域子育て支援センター、⑪児童館、⑭市が発行している

子育て情報誌、子育て支援アプリで「はい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 = 922

①市の両親教室（母親学級）・
 　離乳教室

②市の情報・相談サービス・
　 健康相談

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所の子育て相談

⑤幼稚園の教育相談や講演会等

⑥教育支援センター・教育相談

⑦地域子育て支援センター

⑧保育所の一時保育

⑨幼稚園の預かり保育

⑩保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑪児童館

⑫ファミリーサポートセンター

⑬家庭児童相談室

⑭市が発行している子育て情報誌、
 　子育て支援アプリ

55.4

30.9

5.9

16.9

8.7

6.7

47.6

12.4

26.8

55.6

32.9

5.0

1.4

46.2

36.9

58.7

80.2

70.6

77.1

78.5

41.8

76.2

61.7

36.0

57.0

83.3

85.1

42.3

7.7

10.4

14.0

12.5

14.2

14.8

10.6

11.4

11.5

8.4

10.1

11.7

13.4

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成 30 年度調査】 
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回答者数 = 852

①市の両親教室（母親学級）・
 　離乳教室

②市の情報・相談サービス・
　 健康相談

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所の子育て相談

⑤幼稚園の教育相談や講演会等

⑥教育支援センター・教育相談

⑦地域子育て支援センター

⑧保育所の一時保育

⑨幼稚園の預かり保育

⑩保育所や幼稚園の園庭等の
 　開放

⑪児童館

⑫ファミリーサポートセンター

⑬家庭児童相談室

⑭市が発行している子育て
　 情報誌、子育て支援アプリ

56.0

35.3

3.4

14.3

10.0

5.5

41.3

14.9

26.2

57.6

17.0

4.5

1.4

22.9

37.8

55.4

83.8

74.3

78.4

81.1

50.1

74.6

63.1

35.0

72.5

83.8

85.9

65.3

6.2

9.3

12.8

11.4

11.6

13.4

8.6

10.4

10.7

7.4

10.4

11.7

12.7

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

【平成 25 年度調査】 
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ウ 利用意向 

利用意向をみると、他に比べ、⑭市が発行している子育て情報誌、子育て支援アプリで「はい」

の割合が、⑬家庭児童相談室で「いいえ」の割合が高くなっています。 

平成 25年度調査と比較すると、②市の情報・相談サービス・健康相談、⑤幼稚園の教育相談や

講演会等、⑧保育所の一時保育、⑨幼稚園の預かり保育、⑩保育所や幼稚園の園庭等の開放、⑬

家庭児童相談室で「はい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 = 922

①市の両親教室（母親学級）・
　 離乳教室

②市の情報・相談サービス・
 　健康相談

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所の子育て相談

⑤幼稚園の教育相談や講演会等

⑥教育支援センター・教育相談

⑦地域子育て支援センター

⑧保育所の一時保育

⑨幼稚園の預かり保育

⑩保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑪児童館

⑫ファミリーサポートセンター

⑬家庭児童相談室

⑭市が発行している子育て情報誌、
　 子育て支援アプリ

37.3

45.1

38.5

36.3

33.3

37.6

46.1

30.0

43.6

51.0

52.2

31.3

22.9

59.4

45.6

38.5

46.0

47.3

51.3

46.1

38.0

55.5

41.3

34.1

32.4

55.0

61.6

26.0

17.1

16.4

15.5

16.4

15.4

16.3

15.9

14.4

15.1

15.0

15.4

13.7

15.5

14.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成 30 年度調査】 
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はい いいえ 無回答

回答者数 = 852

①市の両親教室（母親学級）・
 　離乳教室

②市の情報・相談サービス・
　 健康相談

③家庭教育に関する学級・講座

④保育所の子育て相談

⑤幼稚園の教育相談や講演会等

⑥教育支援センター・教育相談

⑦地域子育て支援センター

⑧保育所の一時保育

⑨幼稚園の預かり保育

⑩保育所や幼稚園の園庭等の
 　開放

⑪児童館

⑫ファミリーサポートセンター

⑬家庭児童相談室

⑭市が発行している子育て
　 情報誌、子育て支援アプリ

34.2

50.8

38.8

40.4

40.4

39.1

43.9

37.2

49.9

57.9

49.8

33.3

28.5

57.3

48.8

34.2

47.1

45.0

46.4

45.9

41.2

48.6

37.8

28.3

35.8

53.6

56.3

28.4

17.0

15.0

14.1

14.7

13.3

15.0

14.9

14.2

12.3

13.8

14.4

13.0

15.1

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成 25 年度調査】 
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（８）お子さんの土曜・休日、長期休暇中の定期的な教育・保育の 

利用希望について 

問 35 お子さんについて、土曜日と日曜・祝日に、定期的な教育・保育（※１）の利用

希望はありますか。（土曜日、日曜・祝日ごとに○は１つ。一時的な利用は除き

ます）希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)０９時～１７時のように２

４時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字）なお、これらの事業の利用に

は、一定の利用者負担が発生します。 

ア 土曜日 

「利用する必要はない」の割合が 65.5％と最も

高く、次いで「月に１～２回は利用したい」の割

合が 25.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

（ア）ほぼ毎週利用したい 

①ほぼ毎週利用したい 利用開始時間 

「８時台」の割合が 47.9％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 35.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「８時台」の割

合が増加しています。一方、「９時台」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

6.8

47.9

35.6

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.8

0.0

0.0

11.1

38.9

46.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

1.9

0 20 40 60 80 100

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

65.5

7.9

25.3

1.3

0.0

67.4

6.3

25.2

1.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

平成30年度調査

(回答者数 = 73)

平成25年度調査

(回答者数 = 54)
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②ほぼ毎週利用したい 利用終了時間 

「18 時台」の割合が 42.5％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 26.0％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「18時台」の割

合が増加しています。一方、「15 時台」「19 時以

降」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

1.4

2.7

2.7

9.6

26.0

42.5

8.2

4.1

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7

3.7

5.6

13.0

7.4

22.2

20.4

20.4

1.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 73)

平成25年度調査

(回答者数 = 54)
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（イ）月に１～２回は利用したい 

①月に１～２回は利用したい 利用開始時間 

「９時台」の割合が 40.8％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 30.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「９時台」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

5.6

30.9

40.8

9.4

1.3

1.3

0.4

0.9

0.0

0.9

0.9

1.3

0.0

6.4

0.0

0.0

6.5

29.3

48.8

12.1

0.0

0.5

0.5

0.0

0.0

0.0

0.5

0.5

0.0

1.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 233)

平成25年度調査

(回答者数 = 215)
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②月に１～２回は利用したい 利用終了時間 

「17 時台」の割合が 19.7％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 19.3％、「16時台」の割合

が 17.2％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「14時台」の割

合が増加しています。一方、「17時台」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 日曜・祝日 

「利用する必要はない」の割合が 82.6％と最も

高く、次いで「月に１～２回は利用したい」の割

合が 12.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

82.6

1.8

12.7

2.8

0.0

84.9

1.3

11.9

2.0

0 20 40 60 80 100

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

5.2

8.2

13.3

17.2

19.7

19.3

3.9

6.4

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

5.6

4.7

2.3

15.8

18.1

27.9

18.6

4.2

1.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 233)

平成25年度調査

(回答者数 = 215)

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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（ア）ほぼ毎週利用したい 

①ほぼ毎週利用したい 利用開始時間 

「８時台」、「９時台」の割合が 41.2％と最も高

くなっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「10時台」の割

合が増加しています。一方、「８時台」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

5.9

41.2

41.2

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

0.0

0.0

9.1

54.5

36.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 17)

平成25年度調査

(回答者数 = 11)
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②ほぼ毎週利用したい 利用終了時間 

「18 時台」の割合が 47.1％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 23.5％、「19時以降」の割

合が 11.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「11 時台」「18

時台」の割合が増加しています。一方、「14時台」

「15 時台」「19時以降」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

23.5

47.1

11.8

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.1

9.1

9.1

27.3

9.1

36.4

0.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 17)

平成25年度調査

(回答者数 = 11)
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（イ）月に１～２回は利用したい 

①日曜・祝日 月に１～２回は利用したい 利用開始時間 

「９時台」の割合が 43.6％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 29.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「10時台」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

6.8

29.9

43.6

7.7

2.6

0.9

0.0

0.9

0.0

0.9

0.9

0.9

0.0

5.1

0.0

0.0

7.9

25.7

46.5

15.8

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

1.0

1.0

0.0

1.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 117)

平成25年度調査

(回答者数 = 101)
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②月に１～２回は利用したい 利用終了時間 

「18 時台」の割合が 23.1％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 19.7％、「16時台」の割合

が 18.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

2.6

0.0

0.0

0.0

0.9

0.9

6.8

3.4

6.8

8.5

18.8

19.7

23.1

6.0

2.6

0.0

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

4.0

1.0

2.0

12.9

18.8

22.8

27.7

6.9

1.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 117)

平成25年度調査

(回答者数 = 101)
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問 35-１ 問 35の①もしくは②で、「2．ほぼ毎週利用したい」に○をつけた方にうかが

います。 

毎週利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「毎週仕事が入るため」の割合が 81.3％と最も

高く、次いで「平日に済ませられない用事をまと

めて済ませるため」の割合が 25.3％となっていま

す。 

平成 25年度調査と比較すると、「毎週仕事が入

るため」「平日に済ませられない用事をまとめて

済ませるため」の割合が増加しています。 

 

 

問 35-２ 問 35の①もしくは②で、「3.月に１～２回は利用したい」に○をつけた方に

うかがいます。 

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「月に数回仕事が入るため」の割合が 56.8％と

最も高く、次いで「平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため」の割合が 45.2％、「息抜

きのため」の割合が 35.5％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「月に数回仕事

が入るため」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

問 36 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の利用を

希望しますか。（○はいくつでも）希望がある場合は、利用したい時間帯を、

(例)０９時～１７時のように２４時間制でご記入ください。（数字は一枠に一

字）なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

「休みの期間中、週に数日利用したい」の割合

が 57.1％と最も高く、次いで「利用する必要はな

い」の割合が 31.1％、「休みの期間中、ほぼ毎日

利用したい」の割合が 10.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「休みの期間中、

週に数日利用したい」の割合が増加しています。

一方、「利用する必要はない」の割合が減少して

います。 

  

％

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用

したい

休みの期間中、週に数日利用し

たい

無回答

31.1

10.3

57.1

2.6

0.0

41.1

7.7

48.8

2.4

0 20 40 60 80 100

％

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をま

とめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要な
ため

息抜きのため

その他

無回答

56.8

45.2

2.3

35.5

7.7

3.1

0.0

48.5

41.0

2.1

35.1

13.4

3.3

0 20 40 60 80 100

％

毎週仕事が入るため

平日に済ませられない用事をま
とめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要な
ため

その他

無回答

81.3

25.3

1.3

9.3

2.7

0.0

72.2

18.5

0.0

11.1

5.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 75)

平成25年度調査

(回答者数 = 54)

平成30年度調査

(回答者数 = 259)

平成25年度調査

(回答者数 = 239)

平成30年度調査

(回答者数 = 273)

平成25年度調査

(回答者数 = 207)
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ア ほぼ毎日利用したい 

（ア）利用開始時間 

「８時台」の割合が 46.4％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 42.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 28 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

7.1

46.4

42.9

3.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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（イ）利用終了時間 

「15時台」、「17時台」の割合が 25.0％と最も

高く、次いで「16 時台」の割合が 21.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 28 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.1

25.0

21.4

25.0

17.9

3.6

0.0

0 20 40 60 80 100
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イ 週に数日利用したい 

（ア）利用開始時間 

「９時台」の割合が 74.4％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 13.5％、「10時台」の割合が

10.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 156 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

13.5

74.4

10.9

0.6

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100



85 

（イ）利用終了時間 

「15 時台」の割合が 38.5％と最も高く、次い

で「16時台」の割合が 25.0％、「14時台」の割合

が 21.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 36-１ 問 36で「2．ほぼ毎日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

ほぼ毎日利用したい理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「ほぼ毎日仕事が入るため」の割合が 71.4％、

「親族の介護や手伝いが必要なため」の割合が

3.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「ほぼ毎日仕事

が入るため」の割合が増加しています。 

 

 

 

  

％

ほぼ毎日仕事が入るため

親族の介護や手伝いが必要な

ため

その他

無回答

71.4

3.6

21.4

3.6

0.0

31.3

0.0

68.8

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 156 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

0.0

21.8

38.5

25.0

10.9

0.6

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 28)

平成25年度調査

(回答者数 = 16)
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問 36-２ 問 36で「3．週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

毎日ではなく、たまに利用したい理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「息抜きのため」の割合が 57.7％と最も高く、

次いで「買い物等の用事をまとめて済ませるため」

の割合が 55.8％、「週に数回仕事が入るため」の

割合が 36.5％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「週に数回仕事

が入るため」「息抜きのため」の割合が増加して

います。 

 

 

 

（９）お子さんの病気の際の対応について 

問 37 平日に幼稚園、保育所等に通っていると答えた保護者の方（問 29で１に○をつ

けた方）にうかがいます。 

この１年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園、保育所などを休んだことはあり

ますか。（○は１つ） 

「あった」の割合が 88.9％、「なかった」の割

合が 8.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、１歳、２歳、４歳で「あった」の割合が高くなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

０歳 25  84.0  4.0  12.0  

１歳 66  90.9  3.0  6.1  

２歳 91  91.2  4.4  4.4  

３歳 107  87.9  11.2  0.9  

４歳 147  90.5  9.5  － 

５歳 149  89.9  8.1  2.0  

６歳 56  78.6  17.9  3.6  

  

％

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ま

せるため

親等親族の介護や手伝いが必
要なため

息抜きのため

その他

無回答

36.5

55.8

1.9

57.7

14.1

1.3

0.0

22.8

58.4

2.0

48.5

25.7

2.0

0 20 40 60 80 100

％

あった

なかった

無回答

88.9

8.4

2.6

0.0

87.2

11.1

1.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 651)

平成25年度調査

(回答者数 = 523)

平成30年度調査

(回答者数 = 156)

平成25年度調査

(回答者数 = 101)
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、これまで就労したことがないで「あった」の割合が、

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中であるで「なかった」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

フルタイムで就労しており、産休・ 
育休・介護休業中ではない 

229  92.1  7.4  0.4  

フルタイムで就労しているが、産休・ 
育休・介護休業中である 

45  93.3  6.7  － 

パート・アルバイト等で就労して 
おり、産休・育休・介護休業中では 
ない 

170  91.2  5.3  3.5  

パート・アルバイト等で就労している 
が、産休・育休・介護休業中である 

6  83.3  16.7  － 

以前は就労していたが、現在は就労 
していない 

175  81.1  14.3  4.6  

これまで就労したことがない 12  100.0  － － 

 

 

 

 

問 37-１ お子さんが病気やけがで幼稚園、保育所などを休んだ場合に、この１年間に

行った対応として当てはまる番号（１～７）に○をつけてください。 

（○はいくつでも） 

「母親が休んだ」の割合が 59.9％と最も高く、

次いで「父親又は母親のうち就労していない方が

子どもをみた」の割合が 38.5％、「（同居者を含む）

親族・知人に子どもをみてもらった」の割合が

27.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「父親が休んだ」

「母親が休んだ」の割合が増加しています。一方、

「父親又は母親のうち就労していない方が子ど

もをみた」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

父親又は母親のうち就労してい
ない方が子どもをみた

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子
どもをみてもらった

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

その他

無回答

38.5

23.1

59.9

27.6

7.3

0.2

1.7

2.9

0.0

46.1

15.8

51.8

23.9

4.4

0.0

1.1

3.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 579)

平成25年度調査

(回答者数 = 456)
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1年間の対応 

１年間の対応をみると、２．父親が休んだで「１日」の割合が、４．（同居者を含む）親族・知

人に子どもをみてもらったで「２日」の割合が高くなっています。また、１．父親又は母親のう

ち就労していない方が子どもをみたで「６日～10日」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日
～
10
日 

11
日
～
20
日 

21
日
～
30
日 

31
日
以
上 

無
回
答 

１．父親又は母親のうち就労して 
いない方が子どもをみた 

223  9.0  12.6  13.9  4.5  11.7  29.6  10.8  2.2  0.9  4.9  

２．父親が休んだ 134  35.1  19.4  17.2  2.2  15.7  6.7  1.5  - - 2.2  

３．母親が休んだ 347  13.3  11.5  12.7  6.1  15.0  23.1  9.5  1.2  1.4  6.3  

４．（同居者を含む）親族・知人に 
子どもをみてもらった 

160  13.8  24.4  21.3  4.4  16.9  10.0  3.8  0.6  0.6  4.4  

５．病児・病後児の保育を利用した 42  11.9  16.7  23.8  9.5  7.1  26.2  - - - 4.8  

６．ベビーシッターを利用した 1  - - - - - 100.0  - - - - 

７．その他 10  10.0  10.0  30.0  - - 30.0  - - - 20.0  

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳で「父親又は母親のうち就労していない方が子ども

をみた」の割合が、１歳で「母親が休んだ」の割合が高くなっています。また、２歳で「（同居者

を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

父
親
又
は
母
親
の
う
ち 

就
労
し
て
い
な
い
方
が 

子
ど
も
を
み
た 

父
親
が
休
ん
だ 

母
親
が
休
ん
だ 

（
同
居
者
を
含
む
） 

親
族
・
知
人
に
子
ど
も
を 

み
て
も
ら
っ
た 

病
児
・
病
後
児
の
保
育
を 

利
用
し
た 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を 

利
用
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 21  52.4  14.3  42.9  19.0  14.3  － 4.8  14.3  

１歳 60  18.3  28.3  78.3  33.3  16.7  － 1.7  1.7  

２歳 83  30.1  34.9  71.1  41.0  12.0  － － 3.6  

３歳 94  42.6  20.2  52.1  21.3  6.4  － 1.1  4.3  

４歳 133  45.1  21.8  54.1  23.3  3.0  － 3.0  1.5  

５歳 134  41.8  19.4  57.5  29.9  3.7  － 2.2  2.2  

６歳 44  36.4  20.5  65.9  20.5  6.8  2.3  － － 
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中

ではないで「母親が休んだ」の割合が、以前は就労していたが、現在は就労していない、これま

で就労したことがないで「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

父
親
又
は
母
親
の
う
ち 

就
労
し
て
い
な
い
方
が 

子
ど
も
を
み
た 

父
親
が
休
ん
だ 

母
親
が
休
ん
だ 

（
同
居
者
を
含
む
） 

親
族
・
知
人
に
子
ど
も
を 

み
て
も
ら
っ
た 

病
児
・
病
後
児
の
保
育
を 

利
用
し
た 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を 

利
用
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイムで就労して 
おり、産休・育休・介護 
休業中ではない 

211  12.3  45.0  88.6  44.5  14.7  － 2.4  0.5  

フルタイムで就労して 
いるが、産休・育休・ 
介護休業中である 

42  57.1  16.7  52.4  26.2  7.1  － 2.4  2.4  

パート・アルバイト等で 
就労しており、産休・ 
育休・介護休業中では 
ない 

155  18.7  15.5  78.1  30.3  3.9  － 2.6  1.9  

パート・アルバイト等で 
就労しているが、産休・ 
育休・介護休業中である 

5  40.0  － 80.0  20.0  － － － － 

以前は就労していたが、
現在は就労していない 

142  91.5  2.1  2.8  2.1  － 0.7  － 7.0  

これまで就労したことが 
ない 

12  91.7  16.7  － － － － － － 

 

 

 

 

 

問 37-２ 問 37-1で「２．父親が休んだ」「３．母親が休んだ」のいずれかに○をつけ

た方にうかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われ

ましたか。（○は１つ） 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」の割合が 33.7％、「利用したいとは思わない」

の割合が 65.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

  

％

できれば病児・病後児保育施設

等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

33.7

65.5

0.8

0.0

32.5

63.4

4.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 359)

平成25年度調査

(回答者数 = 246)
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病児・病後児保育施設等を利用したい希望日数 

「６日～10 日」の割合が 18.2％と最も高く、

次いで「５日」の割合が 17.4％、「３日」の割合

が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37-３ 問 37-2で「1．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけ

た方にうかがいます。 

上記の目的で子どもを預ける場合、次のいずれの形態が望ましいと思われま

すか。（○はいくつでも） 

「小児科に併設したもの」の割合が 82.6％と最

も高く、次いで「他の施設（例：幼稚園・保育所

等）に併設したもの」の割合が 58.7％となってい

ます。 

平成 25年度調査と比較すると、「小児科に併設

したもの」の割合が増加しています。一方、「他の

施設（例：幼稚園・保育所等）に併設したもの」

「地域住民等が保育するもの（例：ファミリーサ

ポートセンター等）」の割合が減少しています。 

  

％

他の施設（例：幼稚園・保育

所等）に併設したもの

小児科に併設したもの

地域住民等が保育するも

の（例：ファミリーサポートセ

ンター等）

その他

無回答

58.7

82.6

4.1

0.8

2.5

0.0

71.3

72.5

10.0

1.3

2.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 121 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日～10日

11日～20日

21日～30日

31日以上

無回答

10.7

9.1

16.5

4.1

17.4

18.2

3.3

0.0

0.8

19.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 121)

平成25年度調査

(回答者数 = 80)
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問 37-４ 問 37-2で「２．利用したいと思わない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用したいと思わない理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「親が休むことができるから」の割合が 50.2％

と最も高く、次いで「病児・病後児を他人に看て

もらうのは不安」の割合が 43.0％、「利用料がか

かる・高い」の割合が 31.5％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「地域の事業の

利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくな

い」「利用料がかかる・高い」の割合が増加してい

ます。一方、「親が仕事を休んで看るのが当然と

思うから」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37-５ 問 37-１で「４」から｢７｣のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

その際、仕事が休めたら、何日仕事を休んで看たいと思われましたか。 

問 37-１の「４」から「７」の日数のうち、仕事を休んで看たかったおおよそ

の日数について数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

「３日」の割合が 17.9％と最も高く、次いで

「２日」の割合が 15.9％、「５日」の割合が 10.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 201 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日～10日

11日～20日

21日～30日

31日以上

無回答

7.0

15.9

17.9

4.5

10.9

10.0

1.0

0.0

0.5

32.3

0 20 40 60 80 100

％

親が仕事を休んで看るのが当

然と思うから

親が休むことができるから

病児・病後児を他人に看てもら

うのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や
利用可能時間日数など）がよく
ない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

その他

無回答

29.8

50.2

43.0

5.1

18.3

31.5

8.5

18.7

4.3

0.0

39.7

48.1

39.1

7.7

11.5

25.0

6.4

19.9

1.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 235)

平成25年度調査

(回答者数 = 156)
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問 37-６ 休んで看ることができなかった理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「仕事が忙しくて休めない」の割合が 58.2％と

最も高く、次いで「休暇日数が足りないので休め

ない」の割合が 13.4％、「子どもの看護を理由に

休めない」の割合が 10.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「仕事が忙しく

て休めない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）お子さんの不定期の教育・保育利用や宿泊を伴う一時預かり等の 

利用について 

問 38 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就

労など）で不定期に利用している事業はありますか。利用している事業につい

て、当てはまる番号（１～７）に○をつけてください。（○はいくつでも） 

また、１年間のおおよその利用日数も□内に数字でご記入ください。 

（数字は一枠に一字） 

「利用していない」の割合が 81.1％と最も高

く、次いで「幼稚園の預かり保育（通常の就園時

間を超え、不定期に利用）」の割合が 12.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

仕事が忙しくて休めない

子どもの看護を理由に休めない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休め
ない

その他

無回答

58.2

10.4

1.0

13.4

13.9

23.9

0.0

66.2

10.8

5.4

16.9

12.3

16.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 922 ％

一時預かり（理由を問わずに保
育所などで一時的に子どもを保
育する事業）

幼稚園の預かり保育（通常の就
園時間を超え、不定期に利用）

ファミリーサポートセンター（地
域住民が子どもを預かる事業）

夜間養護等事業：トワイライトス
テイ（児童養護施設等で休日・
夜間、子どもを保護する事業）

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

4.0

12.9

0.8

0.0

0.4

0.0

81.1

1.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 201)

平成25年度調査

(回答者数 = 130)
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利用している事業 

利用している事業をみると、他に比べ、１．一時預かり（理由を問わずに保育所などで一時的

に子どもを保育する事業）で「１日」の割合が、２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を超

え、不定期に利用）で「６日～10日」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日
～
10
日 

11
日
～
20
日 

21
日
～
30
日 

31
日
以
上 

無
回
答 

１．一時預かり（理由を問わずに保
育所などで一時的に子どもを
保育する事業） 

37  35.1  8.1  10.8  10.8  13.5  5.4  2.7  - 8.1  5.4  

２．幼稚園の預かり保育（通常の
就園時間を超え、不定期に利
用） 

119  5.9  5.0  5.9  3.4  12.6  23.5  13.4  6.7  18.5  5.0  

３．ファミリーサポートセンター（地
域住民が子どもを預かる事業） 

7  28.6  14.3  28.6  - - 14.3  - - - 14.3  

４．夜間養護等事業：トワイライトス
テイ（児童養護施設等で休日・
夜間、子どもを保護する事業） 

- - - - - - - - - - - 

５．ベビーシッター 4  25.0  - - - - - 50.0  - - 25.0  

６．その他 
- 

- - - - - - - - - - 

 
 
 
 
 

問 38-１ 問 38で「7．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

現在利用していない理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「特に利用する必要がない」の割合が 76.9％と

最も高く、次いで「利用料がかかる・高い」の割

合が 19.1％、「利用方法（手続き等）がわからな

い」の割合が 17.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可
能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

対象者になるのかどうかわから
ない

利用方法（手続き等）がわから
ない

その他

無回答

76.9

2.7

8.6

4.3

19.1

8.4

12.3

17.6

5.7

1.5

0.0

78.0

3.1

5.4

3.0

16.3

6.4

9.0

14.9

5.1

2.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 748)

平成25年度調査

(回答者数 = 644)
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問 39 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就

労など）の場合、事業を利用したいと思いますか。また、年間何日くらい利用す

る必要があると思いますか。 

①利用希望の有無について、１、２の番号どちらか１つに○ 

②「１．利用したい」に○をした人は、ア～エのうち、利用したい理由に〇。 

 （○はいくつでも） 

また、必要な日数について、□内におおよその数字を記入。（数字は一枠に一

字）なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

「利用したい」の割合が 35.3％、「利用する必

要はない」の割合が 56.7％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。一方、「利用し

たい」の割合が減少しています。 

 

 

利用希望の理由 

「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親

の習い事等）、リフレッシュ目的」の割合が 66.3％

と最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ど

も（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等」の割合が

64.8％、「不定期の就労」の割合が 18.9％となっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

年間日数 

 ア．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的 

「11 日～20 日」の割合が 26.3％と最も高く、

次いで「６日～10 日」の割合が 24.0％、「３日」

の割合が 12.0％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日～10日

11日～20日

21日～30日

31日以上

無回答

3.4

5.1

12.0

3.4

10.9

24.0

26.3

8.6

2.3

4.0

0.0

1.7

6.3

8.0

1.4

13.6

24.4

23.3

8.0

7.3

5.9

0 20 40 60 80 100

％

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を
含む）や親の習い事等）、リフ

レッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども
（兄弟姉妹を含む）や親の通院

等

不定期の就労

その他

無回答

66.3

64.8

18.9

2.7

1.9

67.2

65.6

23.0

3.3

1.9

0 20 40 60 80 100

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

35.3

56.7

8.0

0.0

50.1

40.7

9.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 748)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

平成30年度調査

(回答者数 = 264)

平成25年度調査

(回答者数 = 427)

平成30年度調査

(回答者数 = 175)

平成25年度調査

(回答者数 = 287)
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 イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等 

「５日」の割合が 27.5％と最も高く、次いで

「６日～10日」の割合が 17.5％、「３日」の割合

が 12.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「１日」「５日」

の割合が増加しています。一方、「６日～10 日」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ．不定期の就労 

「６日～10 日」の割合が 24.0％と最も高く、

次いで「５日」、「31 日以上」の割合が 14.0％と

なっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「２日」の割合

が増加しています。一方、「６日～10日」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ．その他 

「６日～10 日」が 3 件となっています。「21 日～30 日」が 2 件、「１日」が 1 件となっていま

す。 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日～10日

11日～20日

21日～30日

31日以上

無回答

4.0

8.0

2.0

6.0

14.0

24.0

10.0

6.0

14.0

12.0

0.0

3.1

2.0

3.1

4.1

11.2

30.6

12.2

4.1

16.3

13.3

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日～10日

11日～20日

21日～30日

31日以上

無回答

9.4

7.6

12.9

3.5

27.5

17.5

9.9

1.2

1.8

8.8

0.0

3.6

11.8

14.6

0.7

19.6

25.4

12.5

3.2

1.4

7.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 171)

平成25年度調査

(回答者数 = 280)

平成30年度調査

(回答者数 = 50)

平成25年度調査

(回答者数 = 98)
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問 39-１ 問 39で「1．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 39の目的でお子さんを預ける場合、次のいずれの形態が望ましいと思いま

すか。（○はいくつでも） 

「一時預かり」の割合が 27.3％と最も高く、次

いで「幼稚園の預かり保育」の割合が 14.0％とな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「一時預かり」

「幼稚園の預かり保育」「ファミリーサポートセ

ンター」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

問 40 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労な

ど）により、お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないこと

はありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます） 

①家族以外にみてもらわなければならないことがあったかについて、 

 １、２の番号どちらか１つに○ 

②「１.あった」に○をした人は、ア～オのうち、実際に行った対応に○。 

 （○はいくつでも） 

また、それぞれの日数について、□内に数字を記入。（数字は一枠に一字） 

「あった」の割合が 13.8％、「なかった」の割

合が 80.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「あった」の割

合が減少しています。 

 

 

 

あった 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」

の割合が 90.6％と最も高く、次いで「子どもを同

行させた」の割合が 11.0％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

  

％

（同居者を含む）親族・知人にみ

てもらった

短期入所生活援助事業（ショー
トステイ）を利用した

イ以外の保育事業（認可外保育

施設、ベビーシッター等）を利用
した

子どもを同行させた

その他

無回答

90.6

0.0

0.8

11.0

0.0

0.0

89.4

0.0

1.9

11.8

2.5

1.9

0 20 40 60 80 100

％

あった

なかった

無回答

13.8

80.6

5.6

0.0

18.9

76.9

4.2

0 20 40 60 80 100

％

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリーサポートセンター

夜間養護等事業：トワイライトス
テイ

ベビーシッター

その他

無回答

27.3

14.0

6.0

1.2

4.4

0.5

65.9

0.0

64.6

57.4

19.2

3.3

7.3

1.9

0.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 748)

平成25年度調査

(回答者数 = 427)

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)

平成30年度調査

(回答者数 = 127)

平成25年度調査

(回答者数 = 161)
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1年間の対応 

１年間の対応をみると、他に比べ、ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらったで「１泊」

の割合が、エ．子どもを同行させたで「３泊」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
泊 

２
泊 

３
泊 

４
泊 

５
泊 

６
日
～
10
日 

11
日
～
20
日 

21
日
～
30
日 

31
日
以
上 

無
回
答 

ア．（同居者を含む）親族・
知人にみてもらった 

115  31.3  13.0  9.6  5.2  9.6  8.7  3.5  3.5  1.7  13.9  

イ．短期入所生活援助事
業（ショートステイ）を利
用した 

- - - - - - - - - - - 

ウ．イ以外の保育事業（認
可外保育施設、ベビー
シッター等）を利用した 

1  - 100.0  - - - - - - - - 

エ．子どもを同行させた 14  14.3  21.4  28.6  - 7.1  - - - - 28.6  

オ．その他 - - - - - - - - - - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 40-１ 問 40で「1．あった ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」に○

をつけた方にうかがいます。 

その場合、頼みやすかったですか。（〇は１つ） 

「頼みやすい」の割合が 36.5％と最も高く、次

いで「どちらかというと頼みやすい」の割合が

29.6％、「どちらかというと頼みにくい」の割合

が 22.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

  

％

大変頼みにくい

どちらかというと頼みにくい

どちらかというと頼みやすい

頼みやすい

無回答

7.8

22.6

29.6

36.5

3.5

0.0

9.7

25.0

31.9

32.6

0.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 115)

平成25年度調査

(回答者数 = 144)
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（11）お子さんの、小学校就学後の放課後の過ごし方について 

問 41 お子さんについて、小学校（１～４年生）のうちは、放課後（平日の小学校、支

援学校等終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（〇は

いくつでも）また、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。 

「６.放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□内に数字でご記

入ください。（数字は一枠に一字）時間は必ず（例）１７時 のように２４時間

制でご記入ください。 

「放課後児童クラブ（学童保育）」の割合が

52.4％と最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など）」の割合が 51.4％、

「自宅」の割合が 48.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「放課後児童ク

ラブ（学童保育）」の割合が増加しています。一

方、「自宅」「祖父母宅や友人・知人宅」「すくすく

教室（放課後子ども教室）」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

※前回は１年生～３年生までの設問です。 

小学校（１～４年生）の理想の放課後の過ごし方 

小学校（１～４年生）の理想の放課後の過ごし方をみると、他に比べ、５．すくすく教室（放

課後子ども教室）で「１日」の割合が、３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

で「２日」の割合が高くなっています。また、６．放課後児童クラブ（学童保育）で「５日」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

１．自宅 446  15.2  25.1  23.3  7.0  21.1  0.4  2.0  5.8  

２．祖父母宅や友人・知人宅 163  51.5  30.7  8.0  - 4.3  - - 5.5  

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 474  39.5  45.4  10.1  1.7  0.6  - - 2.7  

４．児童館 56  35.7  21.4  7.1  3.6  19.6  1.8  - 10.7  

５．すくすく教室（放課後子ども教室） 347  74.1  14.4  2.3  0.6  4.9  - - 3.7  

６．放課後児童クラブ（学童保育） 483  3.3  5.0  17.2  12.2  57.3  2.1  - 2.9  

７．ファミリーサポートセンター 9  22.2  22.2  - - 44.4  - - 11.1  

８．放課後等デイサービス 20  45.0  25.0  15.0  5.0  5.0  - - 5.0  

９．その他 146  37.7  34.2  17.8  2.1  3.4  - - 4.8  

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

児童館

すくすく教室（放課後子ども教
室）

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリーサポートセンター

放課後等デイサービス

その他

無回答

48.4

17.7

51.4

6.1

37.6

52.4

1.0

2.2

15.8

3.9

0.0

60.2

26.0

56.1

2.4

48.0

31.7

1.6

-

25.2

1.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 123)
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放課後児童クラブ（学童保育） 利用終了時刻 

「18 時台」の割合が 40.2％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 33.3％、「19時台」の割合

が 15.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「18時台」の割

合が増加しています。一方、「17時台」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 42 お子さんについて、小学校高学年（５、６年生）になったら、放課後（平日の小

学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（〇はいく

つでも）また、それぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。「６．放課後

児童クラブ」の場合には利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。

（数字は一枠に一字）時間は、必ず（例）１７時 のように２４時間制でご記入

ください。 

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習

塾など）」の割合が 73.2％と最も高く、次いで「自

宅」の割合が 65.1％、「すくすく教室（放課後子

ども教室）」の割合が 30.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「放課後児童ク

ラブ（学童保育）」の割合が増加しています。一

方、「自宅」「すくすく教室（放課後子ども教室）」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

※前回は４年生～６年生までの設問です。 

  

％

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

0.8

2.8

33.3

40.2

15.4

0.8

0.4

6.1

0.0

2.6

2.6

46.2

25.6

15.4

2.6

0.0

5.1

0 20 40 60 80 100

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

児童館

すくすく教室（放課後子ども教
室）

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリーサポートセンター

放課後等デイサービス

その他

無回答

65.1

23.1

73.2

7.0

30.8

26.7

0.8

2.6

20.7

4.0

0.0

71.5

26.8

76.4

4.1

44.7

11.4

0.0

-

30.1

2.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 123)

平成30年度調査

(回答者数 = 246)

平成25年度調査

(回答者数 = 39)
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小学校高学年（５、６年生）の理想の放課後の過ごし方 

小学校高学年（５、６年生）の理想の放課後の過ごし方をみると、他に比べ、５．すくすく教

室（放課後子ども教室）で「１日」の割合が、３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習

塾など）で「２日」の割合が高くなっています。また、６．放課後児童クラブ（学童保育）で「５

日」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

１．自宅 600  18.2  25.8  19.7  7.0  21.8  0.7  1.2  5.7  

２．祖父母宅や友人・知人宅 213  53.1  23.0  8.9  1.4  6.1  0.9  - 6.6  

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 675  22.4  44.3  24.3  3.7  1.8  - - 3.6  

４．児童館 65  47.7  9.2  12.3  1.5  12.3  3.1  - 13.8  

５．すくすく教室（放課後子ども教室） 284  71.8  15.1  4.2  - 4.6  - - 4.2  

６．放課後児童クラブ（学童保育） 246  9.3  19.1  21.5  8.1  36.6  1.2  - 4.1  

７．ファミリーサポートセンター 7  14.3  28.6  14.3  - 14.3  - - 28.6  

８．放課後等デイサービス 24  25.0  20.8  25.0  - 16.7  - - 12.5  

９．その他 191  30.9  35.6  14.1  3.1  9.4  0.5  - 6.3  

 

 

 

 

 

放課後児童クラブ（学童保育） 利用終了時刻 

「18 時台」の割合が 40.2％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 33.3％、「19時台」の割合

が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 246 ％

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

0.8

2.8

33.3

40.2

15.4

0.8

0.4

6.1

0 20 40 60 80 100
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問 43 問 41または問 42で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にう

かがいます。 

お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はあ

りますか。（土曜日、日曜・祝日ごとに○は１つ）利用希望がある場合は、利用

したい時間帯を数字でご記入ください。（数字は一枠に一字）時間は、必ず

（例）０９時～１７時 のように２４時間制でご記入ください。なお、事業の利

用には、一定の利用料がかかります。 

ア 土曜日 

「利用する必要はない」の割合が 58.4％と最も

高く、次いで「１～４年生の間は利用したい」の

割合が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）１～４年生の間は利用したい 

①利用開始時間 

「８時台」の割合が 49.5％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 97 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

2.1

7.2

49.5

28.9

2.1

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

7.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 498 ％

１～４年生の間は利用したい

高学年（５、６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

19.5

7.2

58.4

14.9

0 20 40 60 80 100
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②利用終了時間 

「17 時台」の割合が 30.9％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 28.9％、「16時台」の割合

が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 97 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

2.1

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

2.1

3.1

2.1

6.2

13.4

30.9

28.9

6.2

4.1

0 20 40 60 80 100
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（イ）高学年（５、６年生）になっても利用したい 

①利用開始時間 

「８時台」の割合が 50.0％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 41.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 36 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

50.0

41.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

0.0

0.0

2.8

0.0

2.8

0 20 40 60 80 100
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②利用終了時間 

「17時台」、「18時台」の割合が 33.3％と最も

高く、次いで「19 時以降」の割合が 11.1％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 日曜・祝日 

「利用する必要はない」の割合が 73.3％と最も

高くなっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 36 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

0.0

8.3

2.8

33.3

33.3

11.1

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 498 ％

１～４年生の間は利用したい

高学年（５、６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

7.0

1.8

73.3

17.9

0 20 40 60 80 100



105 

（ア）１～４年生の間は利用したい 

①利用開始時間 

「８時台」の割合が 48.6％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 35 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

5.7

48.6

28.6

5.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

11.4

0 20 40 60 80 100
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②利用終了時間 

「17時台」、「18時台」の割合が 31.4％と最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）高学年（５、６年生）になっても利用したい 

①利用開始時間 

「８時台」、「９時台」が 4 件となっています。 

 

 

 

 

②利用終了時間 

「18 時台」が 3 件となっています。「15 時台」、「17 時台」、「19 時以降」が 2 件となっていま

す。 

 

  

回答者数 = 35 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.7

5.7

0.0

5.7

5.7

31.4

31.4

5.7

8.6

0 20 40 60 80 100
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問 44 お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後

児童クラブの利用希望はありますか。（○は１つ）利用希望がある場合は、利用

したい時間帯を数字でご記入ください。（数字は一枠に一字）時間は、必ず

（例）０９時～１７時 のように２４時間制でご記入ください。なお、事業の利

用には、一定の利用料がかかります。 

「１～４年生の間は利用したい」の割合が

32.2％と最も高く、次いで「高学年（５、６年生）

になっても利用したい」の割合が 21.7％、「利用

する必要はない」の割合が 16.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

ア １～４年生の間は利用したい 

①利用開始時間 

「８時台」の割合が 51.2％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 34.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 922 ％

１～４年生の間は利用したい

高学年（５、６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

32.2

21.7

16.9

29.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 297 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

5.4

51.2

34.0

3.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.7

1.3

0.0

0.0

4.0

0 20 40 60 80 100
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②利用終了時間 

「17 時台」の割合が 35.7％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 32.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 297 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

1.0

2.4

6.7

9.1

35.7

32.7

7.4

3.0

0 20 40 60 80 100
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イ 高学年（５、６年生）になっても利用したい 

①利用開始時間 

「８時台」の割合が 57.0％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 27.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 200 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

5.5

57.0

27.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

1.5

1.0

1.5

0.5

4.5

0 20 40 60 80 100
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②利用終了時間 

「18 時台」の割合が 37.0％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 33.0％、「19時以降」の割

合が 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 200 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.5

1.0

5.5

3.0

33.0

37.0

15.5

2.0

0 20 40 60 80 100
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問 45 問 41または問 42で「４．児童館」「５．すくすく教室（放課後子ども教室）」

「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。 

放課後の居場所について心配だと思うことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「活動する部屋が狭いなど、施設環境が十分整

っているとは思えない」の割合が 21.8％と最も高

く、次いで「特にない」の割合が 19.9％、「運営

スタッフの目が十分に行き届いていない」の割合

が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 46 お子さんの放課後に必要と思うものは何ですか。（○は２つまで） 

「大人の見守りによる安全・安心な居場所」の

割合が 52.4％と最も高く、次いで「学びのきっか

けとなる体験活動」の割合が 26.5％、「自由遊び」

の割合が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 702 ％

活動する部屋が狭いなど、施設
環境が十分整っているとは思え
ない

運動できる場所が限定されてい
て、思いきり活動することができ
ない

体験活動の実施される回数が
少ない

子どもが望むような体験活動が
少ない

決められた体験活動が多く、子
どもが自由に過ごせない

高学年の子どもが、参加しやす
い（参加したくなる）活動が少な
い

運営スタッフの目が十分に行き
届いていない

運営スタッフと子どもへの対応
の仕方や子育てについての考
え方が合わない

開設時間が短い

経済的負担（保険料・利用料な
ど）がかかり過ぎる

特にない

無回答

21.8

14.7

12.5

13.0

8.5

13.8

16.5

6.6

15.7

16.0

19.9

21.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 702 ％

大人の見守りによる安全・安心
な居場所

学びのきっかけとなる体験活動

自由遊び

宿題の支援

学力を高めるための学習支援

運動系の習い事

文化系の習い事

将来の職業の参考になる体験
活動

無回答

52.4

26.5

19.7

16.7

11.0

9.0

2.3

4.6

24.2

0 20 40 60 80 100
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（12）子育て支援対策の全般とその他について 

問 47 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について○をつけてくだ

さい。（〇は１つ） 

「普通」の割合が 44.6％と最も高く、次いで

「やや満足」の割合が 33.0％、「やや不満」の割

合が 13.2％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「やや満足」の

割合が増加しています。一方、「やや不満」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

不満

やや不満

普通

やや満足

満足

無回答

2.7

13.2

44.6

33.0

3.8

2.7

0.0

4.1

19.5

43.3

23.9

2.7

6.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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問 48 子どもを健やかに生み育てるために、市にどのようなことを特に期待しますか。

（〇は５つまで） 

「保育サービスの費用負担軽減や児童手当な

ど、子育てのための経済的支援の充実」の割合が

54.2％と最も高く、次いで「子どもを事故や犯罪

の被害から守るための対策の推進」の割合が

42.3％、「学童期の子どもの放課後対策の充実」

の割合が 39.5％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「学童期の子ど

もの放課後対策の充実」「仕事と子育ての両立に

配慮した職場環境整備についての企業への普及・

啓発」「子どもを事故や犯罪の被害から守るため

の対策の推進」の割合が増加しています。一方、

「子育てに関する相談・情報提供の充実」「保護

者同士が交流できる場の充実」「子育ての意義・

大切さなどの普及・啓発」「保育サービスの費用

負担軽減や児童手当など、子育てのための経済的

支援の充実」「妊娠から出産におよぶ母子保健サ

ービスの充実」「小児救急医療体制の充実」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子育てに関する相談・情報提供

の充実

保護者同士が交流できる場の

充実

家事や子育て等で男女がともに

協力し助け合うことなどの啓発

の推進

子育ての意義・大切さなどの普

及・啓発

保育サービスの費用負担軽減

や児童手当など、子育てのため

の経済的支援の充実

妊娠から出産におよぶ母子保

健サービスの充実

小児救急医療体制の充実

児童虐待防止対策の推進

障がい児に対する教育・保育へ

の配慮・支援

乳児保育、延長保育など多様

なニーズにあった保育サービス

の充実

ひとり親家庭など多様な家庭の

あり方に応じた子育て支援の充

実

子育てボランティアなど地域で

子育てを支える活動の推進

学童期の子どもの放課後対策

の充実

地域で子どもたちが遊んだり、

スポーツしたりする場や機会の

充実

親子で一緒に楽しめるイベント

等

子どもの「生きる力」を育むため

の教育の推進

非行防止などの青少年健全育

成対策の推進

仕事と子育ての両立に配慮した

職場環境整備についての企業

への普及・啓発

道路や施設などのバリアフリー

化の推進

子どもを事故や犯罪の被害か

ら守るための対策の推進

特にない

その他

無回答

17.4

9.9

8.7

2.7

54.2

11.9

38.9

3.7

5.3

23.6

3.0

5.0

39.5

29.8

15.8

12.8

4.7

20.4

17.2

42.3

0.5

4.8

9.4

27.2

20.5

10.1

27.2

64.4

19.1

54.8

3.3

7.2

27.9

5.3

7.0

30.0

28.5

17.5

9.6

3.8

15.3

20.0

30.2

0.4

4.9

2.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 852)
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問 49 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手されていますか。 

（〇はいくつでも） 

「近所の人、地域の知人、友人」の割合が 60.3％

と最も高く、次いで「保育所、幼稚園、学校」の

割合が 56.4％、「市の広報やパンフレット（子育

てガイドなど）」の割合が 56.0％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「親族（親、き

ょうだいなど）」「保育所、幼稚園、学校」「子育て

雑誌・育児書」「インターネット」「子育て支援ア

プリ（ながすく！）」の割合が増加しています。一

方、「近所の人、地域の知人、友人」「テレビ、ラ

ジオ、新聞」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 50 お子さんが就学した後のお住まいの場所について、どうお考えですか。 

（○は１つ） 

「住み続けたい」の割合が 72.0％と最も高く、

次いで「わからない」の割合が 16.2％となってい

ます。 

平成 25 年度調査と比較すると、「わからない」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

住み続けたい

市内で引っ越したい

市外へ引っ越したい

わからない

無回答

72.0

8.5

2.4

16.2

1.0

0.0

69.7

3.6

3.5

22.6

0.6

0 20 40 60 80 100

％

親族（親、きょうだいなど）

近所の人、地域の知人、友人

子育てサークルの仲間

保育所、幼稚園、学校

市役所や市の機関

市の広報やパンフレット（子育て
ガイドなど）

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書

インターネット

コミュニティー誌

子育て支援アプリ（ながすく！）

情報の入手手段がわからない

情報の入手先がない

その他

無回答

34.3

60.3

4.1

56.4

13.4

56.0

12.4

10.6

42.3

5.0

16.5

0.7

0.3

1.0

1.0

0.0

28.5

69.1

2.7

50.1

14.1

54.3

17.9

5.0

27.5

3.1

0.0

2.9

0.3

0.8

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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問 50-２ 住む場所を選ぶ際、どんなことを特に重視しますか。（○は３つまで） 

「家賃や住宅の販売価格」の割合が 38.0％と最

も高く、次いで「通勤の利便性」の割合が 35.7％、

「実家等との距離」の割合が 24.8％となっていま

す。 

平成 25 年度調査と比較すると、「住居の広さ」

「小・中・高の教育環境」「公園、自然の多さ」「子

どもの通学の利便性」「医療施設の充実度」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

住居の広さ

家賃や住宅の販売価格

保育サービスの充実度

幼稚園の充実度

在宅子育て支援の充実度

小・中・高の教育環境

放課後児童対策の充実度

公園、自然の多さ

街並み

まちのイメージ

子どもの通学の利便性

現在の住居に近いこと

近隣住民との交流の多さ

実家等との距離

医療施設の充実度

交通マナー

子ども会活動の活発さ

通勤の利便性

その他

無回答

24.7

38.0

7.4

1.3

1.6

24.2

4.0

17.8

8.7

17.8

23.6

2.9

1.8

24.8

5.5

2.1

0.1

35.7

3.3

14.2

0.0

34.1

39.1

3.1

0.6

2.4

38.4

2.4

22.9

11.9

22.0

28.8

2.0

3.8

21.2

10.6

2.1

0.6

32.5

3.2

1.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 922)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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２ 小学生児童 

（１）封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 

問１ お住まいの地域の小学校区はどこですか。（○は１つ） 

「長岡第五小学校」の割合が 18.9％と最も高

く、次いで「長岡第七小学校」、「長岡第八小学校」、

「長岡第九小学校」の割合が 10.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 長岡京市にお住まいになって、通算して何年になりますか。（○は１つ） 

「10年以上 15年未満」の割合が 33.7％と最も

高く、次いで「５年以上 10 年未満」の割合が

27.4％、「20年以上」の割合が 21.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 486 ％

神足小学校

長法寺小学校

長岡第三小学校

長岡第四小学校

長岡第五小学校

長岡第六小学校

長岡第七小学校

長岡第八小学校

長岡第九小学校

長岡第十小学校

無回答

10.1

7.0

9.9

8.6

18.9

8.2

10.3

10.3

10.3

6.2

0.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

無回答

0.6

1.6

4.1

27.4

33.7

10.9

21.2

0.4

0 20 40 60 80 100
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問３ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

「２年生」の割合が 25.5％と最も高く、次いで

「１年生」の割合が 25.3％、「３年生」の割合が

23.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ お子さんは何人ですか。人数を数字でご記入ください。２人以上のお子さんがい

らっしゃる場合は、末子の方の生年月についてもご記入ください。 

ア 子どもの数 

 

「２人」の割合が 58.2％と最も高く、次いで

「３人」の割合が 24.5％、「１人」の割合が 15.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 486 ％

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

25.3

25.5

23.9

23.3

0.0

0.2

1.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

15.6

58.2

24.5

0.8

0.6

0.2

0 20 40 60 80 100
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イ 末子の年齢（平成 30年 10月１日時点） 

 

「４歳」の割合が 12.5％と最も高く、次いで

「８歳」、「９歳」の割合が 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えくだ

さい。（○は１つ） 

「母親」の割合が 90.1％、「父親」の割合が

9.3％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 409 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

無回答

3.9

2.2

5.4

9.3

12.5

11.5

8.1

11.7

12.2

12.2

6.4

0.0

0.0

4.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

母親

父親

その他

無回答

90.1

9.3

0.0

0.6

0 20 40 60 80 100
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問６ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

（○は１つ） 

「配偶者・パートナーがいる」の割合が 96.9％、

「配偶者・パートナーがいない」の割合が 2.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

問７ 母親、父親の該当する年齢階層に○をつけてください。 

（母親、父親、それぞれ○は１つ） 

ア 母親 

 

「40 歳代」の割合が 59.6％と最も高く、次い

で「30歳代」の割合が 36.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「40 歳代」の割合が 62.0％と最も高く、次い

で「30歳代」の割合が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 486 ％

配偶者・パートナーがいる

配偶者・パートナーがいない

無回答

96.9

2.9

0.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 483 ％

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

1.0

36.0

59.6

2.5

0.2

0.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 474 ％

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.2

28.9

62.0

5.9

0.6

2.3

0 20 40 60 80 100
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問８ お子さんの同居の状況はどれにあたりますか。続柄はお子さんからみた関係で

す。（○はいくつでも） 

「父母同居」の割合が 94.9％と最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 子どもさんの祖父母が近くにお住まいですか。（○は１つ） 

「住んでいる」の割合が 46.5％、「住んでいな

い」の割合が 52.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

問 10 お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。続柄はお子さんからみた

関係です。（○は１つ） 

「父母ともに」の割合が 50.6％と最も高く、次

いで「主に母親」の割合が 47.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

住んでいる

住んでいない

無回答

46.5

52.5

1.0

0.0

49.0

48.7

2.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

父母同居

父同居( ひとり親家庭)

母同居( ひとり親家庭)

祖父同居

祖母同居

その他

無回答

94.9

0.6

2.3

4.1

7.2

2.3

0.2

0 20 40 60 80 100

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

50.6

47.3

0.4

0.2

0.4

1.0

0.0

47.5

48.5

0.6

2.0

0.1

1.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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（２）子どもの育ちをめぐる環境について 

問 11 お子さんの子育てに、大きく影響すると思う環境はどれですか。 

（○はいくつでも） 

「家庭」の割合が 94.9％と最も高く、次いで

「小学校」の割合が 73.9％、「地域」の割合が

48.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「小学校」の割

合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はいくつでも） 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」の割合が 61.9％と最も高く、

次いで「緊急時もしくは用事の際には子どもをみ

てもらえる友人・知人がいる」の割合が 29.0％、

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」の割

合が 23.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「緊急時もしく

は用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人

がいる」の割合が増加しています。 

 

 

 

  

％

家庭

地域

小学校

その他

無回答

94.9

48.1

73.9

5.6

0.6

0.0

96.2

44.6

65.9

3.8

1.1

0 20 40 60 80 100

％

日常的に祖父母等の親族にみても

らえる

緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友

人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ども
をみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

23.3

61.9

3.3

29.0

10.5

0.6

0.0

24.7

60.2

5.0

23.7

8.8

1.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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問 13 子育てをする中で、日頃次のようなことがあったり、感じたりすることはありま

すか。（それぞれについて○は１つ） 

日頃感じることをみると、他に比べ、子育てが楽しいと感じるで「あてはまる」と「なんとな

くあてはまる」をあわせた“あてはまる”の割合が、子どもを叱りすぎているような気がするで

「なんともいえない」の割合が高くなっています。また、子どもの世話をしないことがあるで「全

くあてはまらない」と「あまりあてはまらない」をあわせた“あてはまらない”の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 子育てに関して不安感や負担感などはお感じですか。（〇は１つ） 

「あまり不安や負担などは感じない」の割合が

39.5％と最も高く、次いで「なんとなく不安や負

担を感じる」の割合が 38.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

％

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じな
い

不安や負担は全く感じない

なんともいえない

無回答

6.0

38.7

39.5

7.2

7.8

0.8

0.0

8.5

39.5

37.4

4.3

7.3

2.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486

日常的に孤立感や孤独感を感じる

子育てが楽しいと感じる

子どもを叱りすぎているような気が
する

子どもに手をあげてしまうことが
ある

子どもの世話をしないことがある

1.6

31.5

13.6

2.9

1.0

8.8

44.2

34.4

14.4

1.9

14.2

17.1

26.3

15.4

7.6

34.2

4.9

18.9

30.7

27.2

39.9

1.6

5.8

35.8

61.7

1.2

0.6

1.0

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる なんとなくあてはまる なんともいえない

あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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【相談できる人・場所の有無別】 

相談できる人・場所の有無別でみると、いる／あるに比べ、いない／ないで「非常に不安や負

担を感じる」「なんとなく不安や負担を感じる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

非
常
に
不
安
や
負
担

を
感
じ
る 

な
ん
と
な
く
不
安
や

負
担
を
感
じ
る 

あ
ま
り
不
安
や
負
担

な
ど
は
感
じ
な
い 

不
安
や
負
担
は
全
く

感
じ
な
い 

な
ん
と
も
い
え
な
い 

無
回
答 

いる／ある 449  4.5  38.1  41.2  7.6  7.8  0.9  

いない／ない 35  22.9  45.7  20.0  2.9  8.6  － 
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問 15 子育てに関して、日常悩んでいることや不安に思っていることはどのようなこと

ですか。（〇はいくつでも） 

「子どもの教育に関すること」の割合が 42.8％

と最も高く、次いで「子育てで出費がかさむこと」

の割合が 34.2％、「友だちづきあい（いじめ等を

含む）に関すること」の割合が 28.8％となってい

ます。 

平成 25年度調査と比較すると、「病気や発育・

発達に関すること」「食事や栄養に関すること」

「自分のやりたいことが十分できない、自由な時

間が持てないこと」「子育てによる身体の疲れが

大きいこと」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこ

と

子どもとの接し方に自信がもて

ないこと

子どもとの時間が十分にとれな

いこと

仕事が十分できないこと

自分のやりたいことが十分でき

ない、自由な時間が持てないこ

と

夫婦で楽しむ時間がないこと

子どもの教育に関すること

友だちづきあい（いじめ等を含

む）に関すること

登園拒否、不登校などの問題

について

子育てに関しての配偶者・パー

トナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナーと子育てに

関して意見が合わないこと

話し相手や相談相手、協力者

がいないこと

自分の子育てについて、親族・

近隣の人・職場などの理解が少

ないこと

保護者同士の交流・つきあいが

難しいこと

配偶者・パートナー以外に子育

てを手伝ってくれる人がいない

こと

子育てによる身体の疲れが大き

いこと

子どもが病気がちであること

地域の子育て支援サービスの

内容や利用・申し込み方法がよ

くわからないこと

子育てで出費がかさむこと

住居が狭いこと

特にない

その他

無回答

27.0

18.5

2.5

12.8

24.3

11.3

21.4

8.2

42.8

28.8

2.9

9.5

6.8

3.1

1.4

10.3

6.8

11.3

2.1

3.5

34.2

8.4

9.5

4.1

1.0

20.5

10.2

1.8

10.2

24.0

12.2

12.2

5.0

43.6

33.4

2.1

8.2

5.7

2.8

1.4

12.4

5.0

6.3

1.1

2.0

34.6

11.5

9.6

4.9

1.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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問 16 子育て支援について、特に重要な支援・対策は何だと思われますか。 

( ○は３つまで) 

「子どもの教育環境の整備・充実」の割合が

37.4％と最も高く、次いで「経済的な安定」の割

合が 36.0％、「子どもを狙った犯罪や事故の減少」

の割合が 33.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる人、相談できる場所はあります

か。（○は１つ） 

「いる／ある」の割合が 92.4％、「いない／な

い」の割合が 7.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

  

％

いる／ある

いない／ない

無回答

92.4

7.2

0.4

0.0

89.5

10.2

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

子育てに関する相談受付体制
の強化

地域における子育て支援の充
実

保育園入園待機児童の解消

妊娠・出産に関する支援

子どもの教育環境の整備・充実

仕事と家庭生活の両立

経済的な安定

保育サービスの充実

地域での子どもの活動拠点の
充実

母親・乳児の健康に対する安心

子育てしやすい住居・環境の整
備・充実

子どもを狙った犯罪や事故の減
少

要保護児童に対する支援

その他

無回答

9.9

21.6

12.6

4.3

37.4

22.0

36.0

10.1

16.7

1.6

21.0

33.5

2.3

2.3

11.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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問 17-１ お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（○はいくつでも） 

「友人や知人」の割合が 80.8％と最も高く、次

いで「祖父母等の親族」の割合が 72.8％、「学校

の先生」の割合が 27.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「放課後児童ク

ラブや放課後等デイサービスの先生」の割合が増

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 子育てに関する相談で充実してほしいことは何ですか。(○は３つまで) 

「安心して相談できる環境（子どもの預かり、

プライバシーの配慮等）」の割合が 45.1％と最も

高く、次いで「身近な場での窓口」の割合が 32.1％、

「専門的な情報」の割合が 31.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

％

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

学校の先生

放課後児童クラブや放課後等
デイサービスの先生

医師など医療関係者

民生委員・児童委員

家庭児童相談室

教育支援センター

母子・父子自立支援員

児童相談所

民間の電話相談

その他

無回答

72.8

80.8

20.9

27.4

10.5

4.9

0.0

0.0

2.9

0.2

0.0

0.4

3.8

0.0

0.0

74.9

80.7

22.8

22.9

0.0

5.1

0.0

0.3

2.7

0.3

0.3

0.3

4.7

0.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

身近な場での窓口

専門的な情報

職員の対応スキル

地域機関等へのつなぎ

安心して相談できる環境（子ど
もの預かり、プライバシーの配

慮等）

その他

無回答

32.1

31.5

26.1

13.8

45.1

3.1

13.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 449)

平成25年度調査

(回答者数 = 641)
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問 19 ご近所や地域の人々とのお付き合いはどうですか。（○は１つ） 

「少々付き合いがある」の割合が 33.1％と最も

高く、次いで「付き合いがありやや親しい」の割

合が 25.9％、「付き合いはほとんどなく、あいさ

つをする程度」の割合が 23.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 あなたは、ＰＴＡサークルなどの自主的なグループ活動などに参加しています

か。（○は１つ） 

「現在は参加しておらず、今後も参加するつも

りはない」の割合が 45.7％と最も高く、次いで

「現在参加しており、今後も参加するつもりであ

る」の割合が 25.7％、「現在は参加していないが、

今後機会があれば参加したい」の割合が 24.1％と

なっています。 

 

 

 

  

％

親しい

付き合いがありやや親しい

少々付き合いがある

付き合いはほとんどなく、あいさ

つをする程度

分からない

無回答

16.9

25.9

33.1

23.3

0.2

0.6

0.0

15.5

28.6

30.6

20.8

1.0

3.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

現在参加しており、今後も参加
するつもりである

現在参加しているが、今後は参

加するつもりはない

現在は参加していないが、今後
機会があれば参加したい

現在は参加しておらず、今後も
参加するつもりはない

無回答

25.7

3.9

24.1

45.7

0.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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問 20-１ 参加していない理由、または今後参加しない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「活動に参加する余裕や時間がないから」の割

合が 59.5％と最も高く、次いで「気軽に参加した

り、やめたりできないから」の割合が 31.0％、「人

間関係がわずらわしいから」の割合が 30.2％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 お子さんの休日や夜間の急病時には、どのように対応されていますか。 

（最も当てはまるもの１つに○） 

「休日応急診療所」の割合が 77.2％と最も高く

なっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「休日応急診療

所」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

休日応急診療所

かかりつけ医

電話相談

受診できる医療機関を知らない

その他

無回答

77.2

5.6

6.4

1.6

2.5

6.8

0.0

83.9

5.3

4.6

2.1

3.6

0.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 358 ％

活動の情報や参加方法を知ら
ないから

身近な場所で参加できる活動
がないから

活動に参加する余裕や時間が
ないから

気軽に参加したり、やめたりで
きないから

人間関係がわずらわしいから

特に必要を感じないから

その他

無回答

7.5

3.1

59.5

31.0

30.2

29.3

7.5

1.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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（３）お子さんの保護者の就労状況について 

問 22 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答え

ください。（１～６の項目について、母親、父親それぞれに○は１つ） 

ア 母親 

 

「パート・アルバイト等で就労しており、産休・

育休・介護休業中ではない」の割合が 37.9％と最

も高く、次いで「以前は就労していたが、現在は

就労していない」の割合が 28.8％、「フルタイム

で就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」の割合が 26.7％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「以前は就労し

ていたが、現在は就労していない」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない」の割合が 94.7％と最も高くな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムで就労しており、産
休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労して
おり、産休・育休・介護休業中で

はない

パート・アルバイト等で就労して
いるが、産休・育休・介護休業
中である

以前は就労していたが、現在は

就労していない

これまで就労したことがない

無回答

94.7

0.4

0.8

0.0

0.4

0.0

3.6

95.3

0.1

0.6

0.0

0.4

0.0

3.5

0 20 40 60 80 100

％

フルタイムで就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労して

おり、産休・育休・介護休業中で
はない
パート・アルバイト等で就労して
いるが、産休・育休・介護休業

中である

以前は就労していたが、現在は
就労していない

これまで就労したことがない

無回答

26.7

2.3

37.9

0.6

28.8

2.9

0.8

22.1

0.7

35.7

0.6

34.3

5.5

1.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 483)

平成25年度調査

(回答者数 = 705)

平成30年度調査

(回答者数 = 474)

平成25年度調査

(回答者数 = 684)
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（１）-１ 母親と父親の週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間

を含む）」を、□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

ア 母親 

（ア）1週あたり就労日数 

 

「５日」の割合が 54.3％と最も高く、次いで

「３日」、「４日」の割合が 16.0％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）1日あたり就労時間 

 

「８時間～９時間未満」の割合が 23.3％と最も

高く、次いで「５時間～６時間未満」の割合が

16.9％、「４時間～５時間未満」、「６時間～７時

間未満」の割合が 14.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

0.0

1.2

7.1

14.4

16.9

14.4

10.4

23.3

6.4

2.5

0.0

1.5

1.8

0.0

0.7

1.7

5.5

12.9

16.3

12.5

10.3

25.9

5.0

5.5

1.0

1.0

1.7

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.2

4.9

16.0

16.0

54.3

5.5

0.9

1.2

0.0

1.0

5.0

11.0

15.8

57.1

7.2

1.4

1.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 326)

平成25年度調査

(回答者数 = 417)

平成30年度調査

(回答者数 = 326)

平成25年度調査

(回答者数 = 417)
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イ 父親 

（ア）1週あたり就労日数 

 

「５日」の割合が 69.9％と最も高く、次いで

「６日」の割合が 21.5％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。一方、「６日」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）1日あたり就労時間 

 

「10時間～11時間未満」の割合が 29.9％と最

も高く、次いで「８時間～９時間未満」の割合が

23.7％、「12時間以上」の割合が 18.5％となって

います。 

平成 25年度調査と比較すると、「12時間以上」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

0.0

0.0

0.2

0.0

0.2

0.0

1.5

23.7

12.3

29.9

7.5

18.5

6.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.9

19.0

11.7

28.6

6.7

23.6

9.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 455)

平成25年度調査

(回答者数 = 657)

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.0

0.0

0.4

0.4

69.9

21.5

2.6

5.1

0.0

0.0

0.0

0.5

0.5

62.4

27.1

1.8

7.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 455)

平成25年度調査

(回答者数 = 657)
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（１）-２ 母親と父親の家を出る時刻と帰宅時刻を、□内に数字でご記入ください。

（数字は一枠に一字）時間は、必ず（例）０８時～１７時のように、２４時

間制、３０分単位でお答えください。 

ア 母親 

（ア）家を出る時間 

 

「８時～８時 30分」の割合が 30.7％と最も高

く、次いで「８時 30分～９時」の割合が 23.6％、

「７時 30分～８時」の割合が 14.1％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 326 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

1.8

3.1

14.1

30.7

23.6

13.5

4.0

2.1

0.6

0.6

0.0

1.8

4.0

0 20 40 60 80 100
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（イ）帰宅時間 

 

「18 時～18 時 30 分」の割合が 15.0％と最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 326 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

4.0

4.3

4.0

6.7

7.7

4.9

4.3

6.4

3.7

9.2

7.4

15.0

9.2

6.7

1.8

0.3

0.3

0.0

4.0

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

（ア）家を出る時間 

 

「７時 30分～８時」の割合が 26.4％と最も高

く、次いで「８時～８時 30分」の割合が 19.8％、

「７時～７時 30分」の割合が 19.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 455 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

14.9

19.3

26.4

19.8

6.6

2.9

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

2.0

7.3

0 20 40 60 80 100
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（イ）帰宅時間 

 

「20 時～21 時」の割合が 25.1％と最も高く、

次いで「21 時～22 時」の割合が 16.9％、「19 時

～20 時」の割合が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 455 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.9

1.3

4.6

5.7

15.4

25.1

16.9

12.1

5.7

7.5

0 20 40 60 80 100
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（１）-３ 育児と仕事を両立するうえで望ましいと考えられる母親と父親の家を出る時

刻と帰宅時刻を、□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字）時間

は、必ず（例）０８時～１７時のように、２４時間制、３０分単位でお答え

ください。 

ア 母親 

（ア）理想の家を出る時間 

 

「８時 30分～９時」の割合が 31.9％と最も高

く、次いで「９時～９時 30分」の割合が 30.1％、

「８時～８時 30分」の割合が 21.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 326 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

0.3

0.0

1.5

21.5

31.9

30.1

4.6

5.8

0.0

0.3

0.0

0.0

4.0

0 20 40 60 80 100
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（イ）理想の帰宅時間 

 

「17 時～17 時 30 分」の割合が 20.2％と最も

高く、次いで「16時～16時30分」の割合が 16.3％、

「15 時～15 時 30 分」の割合が 15.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 326 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

2.5

2.5

1.8

13.5

5.2

15.0

1.5

16.3

3.7

20.2

5.5

5.8

1.2

0.9

0.3

0.0

0.0

0.0

4.0

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

（ア）利用の家を出る時間 

 

「８時～８時 30分」の割合が 42.0％と最も高

く、次いで「７時 30分～８時」の割合が 21.8％、

「８時 30分～９時」の割合が 11.4％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 455 ％

７時前

７時～７時30分

７時30分～８時

８時～８時30分

８時30分～９時

９時～９時30分

９時30分～10時

10時～10時30分

10時30分～11時

11時～11時30分

11時30分～12時

12時以降

無回答

2.0

10.3

21.8

42.0

11.4

3.5

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

8.1

0 20 40 60 80 100
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（イ）理想の帰宅時間 

 

「19 時～20 時」の割合が 34.7％と最も高く、

次いで「18 時～18 時 30 分」の割合が 24.2％、

「20時～21時」の割合が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 455 ％

13時前

13時～13時30分

13時30分～14時

14時～14時30分

14時30分～15時

15時～15時30分

15時30分～16時

16時～16時30分

16時30分～17時

17時～17時30分

17時30分～18時

18時～18時30分

18時30分～19時

19時～20時

20時～21時

21時～22時

22時～23時

23時以降

無回答

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.2

0.0

5.5

1.1

24.2

7.5

34.7

11.4

3.1

1.3

0.0

8.1

0 20 40 60 80 100
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問 22-１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度以上の就労）への転換希望はあ

りますか。（１～４の項目について、母親、父親それぞれに○は１つ） 

ア 母親 

 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを

希望」の割合が 61.3％と最も高く、次いで「フル

タイムへの転換希望はあるが、実現できる見込み

はない」の割合が 24.7％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「パート・アル

バイト等の就労を続けることを希望」の割合が減

少しています。 

 

 

イ 父親 

 

「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 1件となっています。 

 

 

問 22-２ 就労したいという希望はありますか。（○は１つ）選んだ番号に□がある場合

は、□内に数字をご記入ください。（数字は一枠に一字） 

ア 母親 

 

「今は子育てや家事などに専念したい（就労の

予定はない）」の割合が 35.3％と最も高く、次い

で「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」

の割合が 26.8％、「1 年より先、一番下の子ども

が  歳になったころに就労したい」の割合が

25.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「1 年より先、

一番下の子どもが  歳になったころに就労し

たい」「すぐにでも、もしくは１年以内に就労し

たい」の割合が減少しています。 

 

  

％

今は子育てや家事などに専念
したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが
歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に
就労したい

無回答

35.3

25.5

26.8

12.4

0.0

32.7

30.6

32.4

4.3

0 20 40 60 80 100

％

フルタイムへの転換希望があ
り、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある
が、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を
続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子
育てや家事に専念したい

無回答

3.8

24.7

61.3

3.2

7.0

0.0

3.5

25.4

66.4

2.0

2.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 186)

平成25年度調査

(回答者数 = 265)

平成30年度調査

(回答者数 = 153)

平成25年度調査

(回答者数 = 281)
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（ア）就労を開始したい時の子どもの年齢 

 

「７歳」の割合が 38.5％と最も高く、次いで

「６歳」、「８歳」の割合が 10.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「７歳」の割合

が増加しています。一方、「10 歳」「12 歳」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）希望する就労形態 

 

「フルタイム(1週 5 日程度・1 日 8 時間程度

の就労) 」の割合が 2.4％、「パートタイム、アル

バイト等（「ア」以外）」の割合が 97.6％となって

います。 

平成 25年度調査と比較すると、「パートタイム、

アルバイト等（「ア」以外）」の割合が増加してい

ます。 

 

 

 

  

％

フルタイム(1週5 日程度・1 日8

時間程度の就労)

パートタイム、アルバイト等

（「ア」以外）

無回答

2.4

97.6

0.0

0.0

2.8

48.6

48.6

0 20 40 60 80 100

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

13歳以上

無回答

0.0

0.0

2.6

2.6

5.1

0.0

10.3

38.5

10.3

2.6

7.7

0.0

7.7

7.7

5.1

0.0

0.0

0.0

0.0

5.8

5.8

4.7

10.5

22.1

5.8

4.7

12.8

4.7

12.8

10.5

0.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 39)

平成25年度調査

(回答者数 = 86)

平成30年度調査

(回答者数 = 41)

平成25年度調査

(回答者数 = 177)
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パートタイム、アルバイト等 

（ウ）母親の１週あたり希望就労日数 

 

「３日」の割合が 47.5％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 40.0％、「２日」の割合が 10.0％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「２日」「４日」

の割合が増加しています。一方、「５日」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

（エ）母親の１日あたり希望就労時間 

 

「４時間～５時間未満」の割合が 40.0％と最も

高く、次いで「５時間～６時間未満」の割合が

37.5％、「６時間～７時間未満」の割合が 15.0％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「６時間～７時

間未満」の割合が増加しています。一方、「５時間

～６時間未満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 2件となっています。 

 

 

（ア）就労を開始したい時の子どもの年齢 

 

有効回答がありませんでした。 

 

  

％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間以上

無回答

0.0

0.0

5.0

40.0

37.5

15.0

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

4.7

37.2

48.8

8.1

0.0

0.0

1.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 40)

平成25年度調査

(回答者数 = 86)

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.0

10.0

47.5

40.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

3.5

51.2

26.7

16.3

0.0

0.0

2.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 40)

平成25年度調査

(回答者数 = 86)
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（イ）希望する就労形態 

 

「フルタイム(1週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労) 」が 2件、「パートタイム、アルバイト

等（「ア」以外）」が 0件となっています。 

 

 

 

 

 

パートタイム、アルバイト等 

（ウ）１週あたり希望就労日数 

 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

（エ）１日あたり希望就労時間 

 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

問 22-３ 子育てと介護を同時に行っている（いた）ことがありましたか。（○は１つ） 

ア 母親 

 

「同時におこなっている（いた）」の割合が

8.2％、「同時におこなっていない」の割合が

83.1％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 486 ％

同時におこなっている（いた）

同時におこなっていない

無回答

8.2

83.1

8.6

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

 

「同時におこなっている（いた）」の割合が

2.5％、「同時におこなっていない」の割合が

83.5％となっています。 

 

 

 

 

 

問 22-４ 仕事についてはどうしましたか。当てはまる番号に○をつけてください。 

ア 母親 

 

「仕事を継続」の割合が 45.0％と最も高く、次

いで「仕事を辞めた」の割合が 20.0％、「勤務形

態を変更」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「仕事を継続」の割合が 100.0％と最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 12 ％

仕事を継続

仕事を休職

勤務形態を変更

仕事を辞めた

無回答

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

同時におこなっている（いた）

同時におこなっていない

無回答

2.5

83.5

14.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 40 ％

仕事を継続

仕事を休職

勤務形態を変更

仕事を辞めた

無回答

45.0

5.0

12.5

20.0

17.5

0 20 40 60 80 100
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問 22-５ 大変だと感じている（いた）事があれば。当てはまる番号に○をつけてくだ

さい。（母親、父親それぞれに○は３つまで） 

ア 母親 

 

「精神的、体力的に苦しい」の割合が 72.5％と

最も高く、次いで「時間の捻出が困難である」の

割合が 55.0％、「子ども、親（義親）の世話を十

分にできない」の割合が 47.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「時間の捻出が困難である」の割合が 50.0％と

最も高く、次いで「精神的、体力的に苦しい」の

割合が 41.7％、「子ども、親（義親）の世話を十

分にできない」の割合が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

精神的、体力的に苦しい

費用が家計を圧迫している

子ども、親（義親）の世話を十分
にできない

時間の捻出が困難である

協力者及び協力体制の構築が
困難である

職場の理解が得られない

配偶者、兄弟、親戚等の理解が
得られない

誰に相談したらよいかわからな
い

その他

無回答

72.5

15.0

47.5

55.0

12.5

5.0

7.5

5.0

2.5

12.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 12 ％

精神的、体力的に苦しい

費用が家計を圧迫している

子ども、親（義親）の世話を十分
にできない

時間の捻出が困難である

協力者及び協力体制の構築が
困難である

職場の理解が得られない

配偶者、兄弟、親戚等の理解が
得られない

誰に相談したらよいかわからな
い

その他

無回答

41.7

25.0

33.3

50.0

16.7

8.3

8.3

8.3

0.0

8.3

0 20 40 60 80 100
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（４）お子さんの放課後児童クラブの利用について 

問 23 お子さんについて、放課後（平日の小学校、支援学校等終了後）の時間をどのよ

うな場所で過ごしていますか。（〇はいくつでも） 

また、それぞれ利用している日数（週当たり）を数字でご記入ください。（数字

は一枠に一字）「６.放課後児童クラブ」を利用している場合には、利用している

時間帯、土日の利用状況についてもお答えください。（時間帯は数字で記入、土

日の利用はどちらか１つに○）時間は必ず（例）１７時 のように２４時間制で

ご記入ください。 

「自宅」の割合が 69.3％と最も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾

など）」の割合が 66.3％、「放課後児童クラブ（学

童保育）」の割合が 27.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「すくすく教室

（放課後子ども教室）」「放課後児童クラブ（学童

保育）」の割合が増加しています。一方、「自宅」

「祖父母宅や友人・知人宅」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

児童館

すくすく教室（放課後子ども教
室）

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリーサポートセンター

放課後等デイサービス

その他

無回答

69.3

20.4

66.3

5.1

27.4

27.8

0.6

4.1

22.2

0.6

0.0

74.4

25.8

67.0

1.7

19.3

20.9

0.7

-

22.9

1.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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理想の放課後の過ごし方 

理想の放課後の過ごし方をみると、他に比べ、５．すくすく教室（放課後子ども教室）で「１

日」の割合が、３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）で「２日」の割合が高

くなっています。また、６．放課後児童クラブ（学童保育）で「５日」の割合が高くなっていま

す。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

１．自宅 337  16.3  21.7  14.5  9.8  29.4  1.5  5.6  1.2  

２．祖父母宅や友人・ 
知人宅 

99  49.5  28.3  10.1  6.1  3.0  - 2.0  1.0  

３．習い事（ピアノ教室、 
サッカークラブ、学習塾 
など） 

322  24.2  35.1  27.3  7.8  4.0  1.6  - - 

４．児童館 25  40.0  32.0  8.0  - 8.0  4.0  - 8.0  

５．すくすく教室（放課後 
子ども教室） 

133  85.0  9.0  - - - - - 6.0  

６．放課後児童クラブ 
（学童保育） 

135  - 3.0  5.2  15.6  60.0  4.4  - 11.9  

７．ファミリーサポート 
センター 

3  33.3  - - 33.3  - - 33.3  - 

８．放課後等デイサービス 20  60.0  - 35.0  5.0  - - - - 

９．その他 108  35.2  26.9  20.4  5.6  7.4  1.9  0.9  1.9  

 

 

ア 放課後児童クラブ（学童保育）の利用終了時間 

 

「17 時台」の割合が 61.5％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 26.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 135 ％

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

0.0

0.7

61.5

26.7

0.0

0.0

0.0

11.1

0 20 40 60 80 100
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イ 土日の利用 

 

「ある」の割合が 18.5％、「ない」の割合が

68.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 23-１ 利用している主な理由をお答えください。（○は１つ） 

「現在就労している」の割合が 87.4％と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23-２ 放課後児童クラブに対してどのように感じておられますか。 

（○はいくつでも） 

「施設・設備を改善してほしい」の割合が

37.8％と最も高く、次いで「利用時間を延長して

ほしい」の割合が 34.1％、「指導内容を工夫して

ほしい」の割合が 24.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「指導内容を工

夫してほしい」の割合が増加しています。一方、

「利用時間を延長してほしい」「施設・設備を改

善してほしい」の割合が減少しています。 

 

  

％

定員を制限してほしい

利用時間を延長してほしい

施設・設備を改善してほしい

指導内容を工夫してほしい

現在のままでよい

その他

無回答

7.4

34.1

37.8

24.4

17.0

22.2

1.5

0.0

-

39.3

52.0

14.7

21.3

19.3

2.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 135 ％

ある

ない

無回答

18.5

68.1

13.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 135 ％

現在就労している

就労予定がある

家族・親族などを介護しなけれ

ばならない

病気や障がいがある

学生である

その他

無回答

87.4

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

11.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 135)

平成25年度調査

(回答者数 = 150)
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問 24 放課後の居場所について利用している理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「こどもが希望したから」の割合が 39.1％と最

も高く、次いで「長期休暇中（夏休み等）の保育

希望に対応できるから」の割合が 35.9％、「イベ

ント内容が魅力的だから」の割合が 31.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 お子さんの放課後に必要と思うものは何ですか。( ○は２つまで) 

「大人の見守りによる安全・安心な居場所」の

割合が 39.5％と最も高く、次いで「自由遊び」の

割合が 24.3％、「学びのきっかけとなる体験活動」

の割合が 22.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 256 ％

17時以降の保育希望に対応で
きるから

長期休暇中（夏休み等）の保育
希望に対応できるから

自由に過ごせる環境が整ってい
るから

運営スタッフの対応が良いから

イベント内容が魅力的だから

活動方針についての考え方が
合うから

こどもが希望したから

その他

無回答

21.1

35.9

12.9

12.1

31.6

3.5

39.1

5.1

10.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

大人の見守りによる安全・安心
な居場所

学びのきっかけとなる体験活動

自由遊び

宿題の支援

学力を高めるための学習支援

運動系の習い事

文化系の習い事

将来の職業の参考になる体験

活動

無回答

39.5

22.8

24.3

7.0

8.0

7.6

2.1

3.9

36.4

0 20 40 60 80 100
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問 26 利用していない理由をお答えください。（最も当てはまるもの１つに○） 

「現在就労していないから」の割合が 33.9％と

最も高くなっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 お子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用したいとお考えですか。 

（○は１つ） 

「利用したい」の割合が 19.1％、「今後も利用

しない」の割合が 60.1％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「利用したい」

の割合が増加しています。一方、「今後も利用し

ない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

  

％

利用したい

今後も利用しない

無回答

19.1

60.1

20.8

0.0

7.9

72.3

19.8

0 20 40 60 80 100

％

現在就労していないから

就労しているが、放課後児童ク
ラブを知らなかったから

就労しているが、対象が１年生
から４年生までに限られている
から

就労しているが、放課後児童ク
ラブの開所時間が短いから

就労しているが、利用料がかか
るから

就労しているが、子どもは放課
後の習い事をしているから

就労しているが、放課後の短時
間ならば、子どもだけでも大丈
夫だと思うから

就労しているが、他の施設に預
けているから

その他

無回答

33.9

0.3

0.6

0.6

5.2

5.7

7.5

0.6

15.8

29.9

38.6

1.4

-

0.5

1.6

4.0

9.2

0.2

16.3

28.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 348)

平成25年度調査

(回答者数 = 632)

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 632)
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ア 利用したい 

（ア）利用したい １週あたり希望利用日数 

 

「５日」の割合が 53.8％と最も高く、次いで

「３日」の割合が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）利用したい 希望利用終了時間 

 

「２時間～３時間未満」の割合が 32.3％と最も

高く、次いで「３時間～４時間未満」の割合が

22.6％、「４時間～５時間未満」の割合が 12.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 93 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.1

8.6

17.2

8.6

53.8

4.3

0.0

6.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 93 ％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間以上

無回答

3.2

32.3

22.6

12.9

4.3

0.0

1.1

3.2

20.4

0 20 40 60 80 100
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（ウ）利用したい 土日の 1 日あたり希望利用時間 

 

「17 時台」の割合が 41.9％と最も高く、次い

で「18時台」の割合が 29.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）利用したい 土日の希望利用開始時間 

 

「８時間以上」の割合が 7.5％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 93 ％

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

0.0

1.1

41.9

29.0

7.5

2.2

0.0

18.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 93 ％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間以上

無回答

1.1

1.1

0.0

1.1

0.0

2.2

2.2

7.5

84.9

0 20 40 60 80 100
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（オ）利用したい 土日の希望利用開始時間 

 

「８時台」の割合が 14.0％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 93 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

14.0

3.2

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

81.7

0 20 40 60 80 100
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（カ）利用したい 土日の希望利用終了時間 

 

「15時台」、「17時台」の割合が 5.4％と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）利用したい 長期休業期間の 1 日あたり希望利用時間 

 

「８時間以上」の割合が 52.7％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 93 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

1.1

0.0

1.1

5.4

1.1

5.4

4.3

0.0

80.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 93 ％

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間以上

無回答

0.0

0.0

1.1

1.1

0.0

6.5

8.6

52.7

30.1

0 20 40 60 80 100
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（ク）利用したい 長期休業期間の希望利用開始時間 

 

「８時台」の割合が 57.0％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 15.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 93 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

2.2

57.0

15.1

1.1

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

22.6

0 20 40 60 80 100
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（ケ）利用したい 長期休業期間の希望利用終了時間 

 

「18 時台」の割合が 25.8％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27-１ 利用したい理由をお答えください。（○は１つ） 

「現在就労している」の割合が 67.7％と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 93 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

1.1

0.0

7.5

8.6

24.7

25.8

6.5

22.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 93 ％

現在就労している

就労予定がある

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなけれ
ばならない

病気や障がいがある

学生である／就学したい

就労していないが、子どもの教
育などのために預けたい

その他

無回答

67.7

9.7

9.7

0.0

0.0

0.0

1.1

2.2

9.7

0 20 40 60 80 100
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問 28 放課後児童クラブと連携して行うサービスとして『すくすく教室（放課後子ども

教室）』がありますが、その利用意向はありますか。（○は１つ） 

「利用意向がある」の割合が 43.8％と最も高

く、次いで「意向がない」の割合が 19.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

１週あたり希望利用日数 

 

「１日」の割合が 71.4％と最も高く、次いで

「２日」の割合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 宛名のお子さんについて、小学５年生以降の放課後の過ごし方として、どのよう

なことを望みますか。（○はいくつでも） 

「ピアノ教室やサッカー教室など文化・スポー

ツにかかわる習い事をさせたい」の割合が 36.0％

と最も高く、次いで「学習塾など学習にかかわる

習い事をさせたい」の割合が 32.5％、「すくすく

教室（放課後子ども教室）を利用したい」の割合

が 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 486 ％

利用意向がある

意向がない

利用できる放課後子ども教室が
ない

無回答

43.8

19.3

6.0

30.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 213 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

71.4

16.0

3.3

0.0

0.9

0.0

0.0

8.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

放課後児童クラブを利用したい

すくすく教室（放課後子ども教
室）を利用したい

学習塾など学習にかかわる習
い事をさせたい

ピアノ教室やサッカー教室など
文化・スポーツにかかわる習い
事をさせたい

利用を希望するサービスは特に
ない

その他

無回答

15.0

27.8

32.5

36.0

9.7

7.6

24.9

0 20 40 60 80 100
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利用したい学年 

 

「６年生まで」の割合が 90.4％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）お子さんの病気の際の対応について 

問 30 この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。 

（○は１つ） 

「あった」の割合が 68.5％、「なかった」の割

合が 30.0％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「あった」の割

合が増加しています。一方、「なかった」の割合が

減少しています。 

 

 

問 30-１ お子さんが病気やけがで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対応とし

て当てはまる番号（１～８）に○をつけてください。（○はいくつでも） 

「母親が休んだ」の割合が 53.8％と最も高く、

次いで「父親又は母親のうち就労していない方が

子どもをみた」の割合が 39.9％、「（同居者を含む）

親族・知人に子どもをみてもらった」の割合が

20.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「母親が休んだ」

の割合が増加しています。一方、「父親又は母親

のうち就労していない方が子どもをみた」の割合

が減少しています。 

 

 

 

  

平成30年度調査

(回答者数 = 333)

平成25年度調査

(回答者数 = 438)

％

父親又は母親のうち就労してい

ない方が子どもをみた

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子

どもをみてもらった

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

子どもだけで家にいた

その他

無回答

39.9

13.5

53.8

20.1

3.0

0.0

6.6

2.1

0.0

0.0

50.9

8.7

36.3

19.4

0.5

0.0

5.7

1.1

0.7

0 20 40 60 80 100

％

あった

なかった

無回答

68.5

30.0

1.4

0.0

61.2

38.0

0.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 73 ％

１年生まで

２年生まで

３年生まで

４年生まで

５年生まで

６年生まで

無回答

2.7

0.0

0.0

0.0

2.7

90.4

4.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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1年間の対応 

１年間の対応をみると、２．父親が休んだで「１日」の割合が、７．子どもだけで家にいたで

「３日」の割合が高くなっています。また、５．病児・病後児の保育を利用したで「６日～10日」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日
～
10
日 

11
日
～
20
日 

21
日
～
30
日 

31
日
以
上 

無
回
答 

１．父親又は母親の 
うち就労していない 
方が子どもをみた 

133  21.8  18.0  22.6  4.5  14.3  12.8  3.8  - - 2.3  

２．父親が休んだ 45  46.7  20.0  15.6  6.7  6.7  2.2  - - - 2.2  

３．母親が休んだ 179  34.6  17.3  15.6  3.9  12.8  11.2  2.8  - 0.6  1.1  

４．（同居者を含む） 
親族・知人に子ども 
をみてもらった 

67  34.3  20.9  16.4  7.5  9.0  10.4  - - - 1.5  

５．病児・病後児の 
保育を利用した 

10  10.0  20.0  10.0  - 20.0  40.0  - - - - 

６．ベビーシッターを 
利用した 

- - - - - - - - - - - 

７．子どもだけで家に 
いた 

22  40.9  13.6  27.3  - - 4.5  - - - 13.6  

８．その他 7  28.6  14.3  28.6  - 28.6  - - - - - 

 

 

 

問 30-２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われ

ましたか。（○は１つ）「１.利用したい」に〇をした方は、日数についても□

内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」の割合が 23.1％、「利用したいとは思わない」

の割合が 75.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

％

できれば病児・病後児保育施設

等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

23.1

75.8

1.1

0.0

18.9

78.1

3.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 186)

平成25年度調査

(回答者数 = 169)
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病児・病後児保育施設等 利用希望日数 

 

「１日」、「３日」の割合が 20.9％と最も高く、

次いで「２日」の割合が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30-３ 上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの形態が望ましいと思われ

ますか。（○はいくつでも） 

「小児科に併設したもの」の割合が 81.4％と最

も高く、次いで「他の施設（例：幼稚園・保育所

等）に併設したもの」の割合が 37.2％、「地域住

民等が保育するもの（例：ファミリーサポートセ

ンター等）」の割合が 11.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「地域住民等が

保育するもの（例：ファミリーサポートセンター

等）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

他の施設（例：幼稚園・保育所

等）に併設したもの

小児科に併設したもの

地域住民等が保育するもの
（例：ファミリーサポートセンター

等）

その他

無回答

37.2

81.4

11.6

0.0

2.3

37.5

84.4

31.3

0.0

3.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 43 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日～10日

11日～20日

21日～30日

31日以上

無回答

20.9

18.6

20.9

2.3

14.0

16.3

0.0

0.0

0.0

7.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 43)

平成25年度調査

(回答者数 = 32)
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問 30-４ そう思われる理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「親が休むことができるから」の割合が 52.5％

と最も高く、次いで「親が仕事を休んで看るのが

当然と思うから」の割合が 28.4％、「病児・病後

児を他人に看てもらうのは不安」の割合が 24.8％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「病児・病後児

を他人に看てもらうのは不安」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30-５ その際、仕事が休めたら、何日仕事を休んで看たいと思われましたか。問 30-

１の「４」～「８」の日数のうち、仕事を休んで看たかったおおよその日数

について数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

「１日」の割合が 19.8％と最も高く、次いで

「３日」の割合が 18.8％、「２日」の割合が 12.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

親が仕事を休んで看るのが当
然と思うから

親が休むことができるから

病児・病後児を他人に看てもら
うのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や
利用可能時間日数など）がよく
ない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

その他

無回答

28.4

52.5

24.8

1.4

11.3

19.9

7.8

22.7

4.3

30.3

49.2

32.6

6.1

10.6

22.7

6.8

20.5

4.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 101 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日～10日

11日～20日

21日～30日

31日以上

無回答

19.8

12.9

18.8

2.0

8.9

5.9

0.0

0.0

1.0

30.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 141)

平成25年度調査

(回答者数 = 132)
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問 30-６ 休んで看ることができなかった理由をお答えください。（○はいくつでも） 

「仕事が忙しくて休めない」の割合が 56.4％と

最も高く、次いで「休暇日数が足りないので休め

ない」の割合が 11.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「子どもの看護

を理由に休めない」「自営業なので休めない」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）宛名のお子さんの宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 31 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労な

ど）により、お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないこと

はありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます） 

「あった」の割合が 13.6％、「なかった」の割

合が 83.7％となっています。 

 

 

 

 

あった 

 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」

の割合が 95.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

（同居者を含む）親族・知人にみ
てもらった

短期入所生活援助事業（ショー
トステイ）を利用した

イ以外の保育事業（認可外保育
施設、ベビーシッター等）を利用
した

子どもを同行させた

その他

無回答

95.5

0.0

0.0

7.6

1.5

0.0

0 20 40 60 80 100

％

仕事が忙しくて休めない

子どもの看護を理由に休めない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休め

ない

その他

無回答

56.4

5.9

1.0

11.9

22.8

17.8

0.0

52.7

16.4

7.3

8.2

24.5

13.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 486 ％

あった

なかった

無回答

13.6

83.7

2.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 101)

平成25年度調査

(回答者数 = 110)
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1年間の対応 

１年間の対応をみると、他に比べ、ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらったで「１泊」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
泊 

２
泊 

３
泊 

４
泊 

５
泊 

６
泊
～
10
泊 

11
泊
～
20
泊 

21
泊
～
30
泊 

31
泊
以
上 

無
回
答 

ア．（同居者を含む）親族・ 
知人にみてもらった 

63  38.1  23.8  6.3  1.6  4.8  11.1  3.2  1.6  - 9.5  

イ．短期入所生活援助事業 
（ショートステイ）を 
利用した 

- - - - - - - - - - - 

ウ．イ以外の保育事業 
（認可外保育施設、 
ベビーシッター等）を 
利用した 

- - - - - - - - - - - 

エ．子どもを同行させた 5  40.0  20.0  40.0  - - - - - - - 

オ．その他 1  - - - - - - - - - 100.0  

 

問 31-１ その場合、頼みやすかったですか。（〇は１つ） 

「どちらかというと頼みやすい」の割合が

49.2％と最も高く、次いで「頼みやすい」の割合

が 19.0％、「どちらかというと頼みにくい」の割

合が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

（７）子育て支援対策の全般とその他について 

問 32 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、１～５の番号

のうち、該当する番号に○をつけてください。（〇は１つ） 

「普通」の割合が 45.5％と最も高く、次いで

「やや満足」の割合が 31.7％、「やや不満」の割

合が 12.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「やや満足」の

割合が増加しています。一方、「やや不満」の割合

が減少しています。 

 

  

％

不満

やや不満

普通

やや満足

満足

無回答

2.7

12.3

45.5

31.7

4.5

3.3

0.0

6.8

17.7

45.7

22.1

2.7

5.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)

回答者数 = 63 ％

大変頼みにくい

どちらかというと頼みにくい

どちらかというと頼みやすい

頼みやすい

無回答

11.1

17.5

49.2

19.0

3.2

0 20 40 60 80 100
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問 33 子どもを健やかに生み育てるために、市にどのようなことを期待しますか。 

（〇は５つまで） 

「子どもを事故や犯罪の被害から守るための

対策の推進」の割合が 54.3％と最も高く、次いで

「保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、

子育てのための経済的支援の充実」、「地域で子ど

もたちが遊んだり、スポーツしたりする場や機会

の充実」の割合が 44.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「子育てに関す

る相談・情報提供の充実」「子どもを事故や犯罪

の被害から守るための対策の推進」の割合が増加

しています。一方、「保育サービスの費用負担軽

減や児童手当など、子育てのための経済的支援の

充実」「小児救急医療体制の充実」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子育てに関する相談・情報提供
の充実

保護者同士が交流できる場の
充実

家事や子育て等で男女がともに

協力し助け合うことなどの啓発
の推進

子育ての意義・大切さなどの普
及・啓発

保育サービスの費用負担軽減
や児童手当など、子育てのため

の経済的支援の充実

妊娠から出産におよぶ母子保
健サービスの充実

小児救急医療体制の充実

児童虐待防止対策の推進

乳児保育、延長保育など多様
なニーズにあった保育サービス
の充実

ひとり親家庭など多様な家庭の
あり方に応じた子育て支援の充

実

子育てボランティアなど地域で
子育てを支える活動の推進

学童期の子どもの放課後対策
の充実

地域で子どもたちが遊んだり、

スポーツしたりする場や機会の
充実

子どもの「生きる力」を育むため
の教育の推進

非行防止などの青少年健全育

成対策の推進

仕事と子育ての両立に配慮した

職場環境整備についての企業
への普及・啓発

道路や施設などのバリアフリー
化の推進

子どもを事故や犯罪の被害か

ら守るための対策の推進

特にない

その他

無回答

21.6

6.8

8.0

3.5

44.9

6.2

44.4

6.4

12.3

7.0

9.1

35.2

44.9

14.2

5.8

21.4

13.6

54.3

1.4

4.7

5.1

16.3

6.8

6.8

4.9

55.0

8.1

51.0

5.2

13.3

8.5

6.8

36.0

44.6

16.8

9.2

19.0

16.1

46.1

0.8

7.3

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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問 34 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手されていますか。 

（〇はいくつでも） 

「近所の人、地域の知人、友人」の割合が 68.9％

と最も高く、次いで「保育所、幼稚園、学校」の

割合が 57.6％、「市の広報やパンフレット（子育

てガイドなど）」の割合が 56.0％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「保育所、幼稚

園、学校」「インターネット」の割合が増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 お子さんが就学した後のお住まいの場所について、どうお考えですか。 

（○は１つ） 

「住み続けたい」の割合が 77.6％と最も高く、

次いで「わからない」の割合が 16.7％となってい

ます。 

平成 25年度調査と比較すると、「住み続けたい」

の割合が増加しています。一方、「わからない」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

住み続けたい

市内で引っ越したい

市外へ引っ越したい

わからない

無回答

77.6

3.9

0.4

16.7

1.4

0.0

69.7

3.6

3.5

22.6

0.6

0 20 40 60 80 100

％

親族（親、きょうだいなど）

近所の人、地域の知人、友人

子育てサークルの仲間

保育所、幼稚園、学校

市役所や市の機関

市の広報やパンフレット（子育て
ガイドなど）

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書

インターネット

コミュニティー誌

子育て支援アプリ（ながすく！）

情報の入手手段がわからない

情報の入手先がない

その他

無回答

32.7

68.9

2.3

57.6

11.9

56.0

16.5

6.6

40.1

7.0

3.9

0.6

1.2

0.8

1.0

0.0

28.5

69.1

2.7

50.1

14.1

54.3

17.9

5.0

27.5

3.1

0.0

2.9

0.7

0.8

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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問 35-２ 住む場所を選ぶ際、どんなことを重視しますか。（○は３つまで） 

「通勤の利便性」の割合が 36.2％と最も高く、

次いで「小・中・高の教育環境」の割合が 32.5％、

「家賃や住宅の販売価格」、「子どもの通学の利便

性」の割合が 30.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「住居の広さ」

「家賃や住宅の販売価格」「小・中・高の教育環

境」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

住居の広さ

家賃や住宅の販売価格

保育サービスの充実度

幼稚園の充実度

在宅子育て支援の充実度

小・中・高の教育環境

放課後児童対策の充実度

公園、自然の多さ

街並み

まちのイメージ

子どもの通学の利便性

現在の住居に近いこと

近隣住民との交流の多さ

実家等との距離

医療施設の充実度

交通マナー

子ども会活動の活発さ

通勤の利便性

その他

無回答

23.0

30.5

3.7

1.0

0.8

32.5

2.7

18.3

11.1

18.5

30.5

2.7

2.7

19.3

8.8

2.9

0.2

36.2

4.3

11.3

0.0

34.1

39.1

3.1

0.6

2.4

38.4

2.4

22.9

11.9

20.0

28.8

2.0

3.8

21.2

10.6

2.1

0.6

32.5

3.2

1.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 486)

平成25年度調査

(回答者数 = 716)
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Ⅲ 自由意見 

１ 就学前児童 

大分類 中分類 小分類 件数 

１．幼稚園・保
育園・認定
こども園に
ついて 

３年保育・受け入れの

充実について 

保育園等の延長保育 4件 

幼稚園の預かり保育の充実 2件 

保育園の年度途中の受け入れ 2件 

施設整備について 

幼稚園の増設 1件 

保育所の増設 7件 

待機児童の解消 7件 

保育料金・条件について 
保育料金見直し 13件 

幼稚園・保育園・認定こども園の入園条件見直し 3件 

その他 

園バスの実施 1件 

保育士について 12件 

その他 10件 

２．小学校就学
後の生活に
ついて 

小学校について 

教育内容の充実と見直し 3件 

教員体制の充実 1件 

登下校時の安全確保 3件 

老朽校舎の改修 1件 

給食について 1件 

その他 3件 

児童館・学童クラブに

ついて 

時間延長 7件 

休日・長期休暇中の実施 7件 

利用条件見直し 6件 

実施施設の増設 2件 

その他 7件 

３．子育て支援
全般につい
て 

地域子育てセンター、

広場について 

地域子育て支援拠点事業の充実 3件 

イベントを増やしてほしい、イベント内容の充実 2件 

その他 6件 

その他の子育て支援

サービスについて 

病児・病後児保育事業の充実 1件 

障害児への支援充実 2件 

一時預かり事業の充実 5件 

児童手当の充実、各種サービス利用料の見直し 3件 

その他 6件 

子育てに関する情報

について 

子育て支援に関する情報の充実 7件 

子育てに関する相談先の充実 7件 

その他 3件 
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大分類 中分類 小分類 件数 

４．子育て環境
について 

子どもの遊び場、まち

づくり、公共施設等に

ついて 

公園、遊び場等 20件 

防犯、不審者、外灯 9件 

防災（地震、火災、水害等） 1件 

公共施設（図書館、プール、体育館、公民館等 6件 

道路施設 10件 

その他 3件 

母子の保健について 
医療費補助、医療体制の充実 11件 

健診の充実 4件 

その他 6件 

５．子育て中の
保護者の状
況について 

子育てと仕事の両立について 9件 

保護者のリフレッシュ、子育て不安等について 1件 

６．その他 
アンケートについて 13件 

その他 7件 

 

【分類別の主な意見】 

１ 幼稚園・保育園・認定こども園について 

（１）園の受入れについて 

・ 保育所を利用していますが保育時間についてもう少し寛大に利用時間を考えてほしいです。 

・ 保育園の延長も急に利用したい時（残業時など）に利用できるようにしてほしいです。 

・ 0才児から保育園を気軽に利用できると嬉しいです。 

・ 2人目が生まれる際、1人目（上の子）は保育園を退所しなければならないことが不安です。 

・ 保育士の待遇改善を図り、保育の受け皿を作ってほしいです。 

・ 年度途中での保育所入所ができるようになってほしいです。 

 

（２）施設整備について 

・ もっと保育園を増やしてほしいです。 

・ 待機児童ゼロをお願いします。 

・ 保育園の建物自体がだいぶ古いと感じるので少しずつでもリフォームをして頂ければと思いま

す。 

 

（３）保育料金について 

・ 保育料を引き下げてほしいです。 

・ 働けば働くほど、保育料が上がるので困ります。 

・ 保育所の入所申請について点数の区別に少し疑問を感じます。 

・ 幼稚園に補助金制度があるなら保育所も保育料の軽減もしくは市で補助金制度を作ってほしい

です。 
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（４）保育利用の希望について 

・ 小規模保育所が多いです。 

・ 保育所でももう少し習い事を導入してもらえると助かります。 

・ 認可保育所の保育サービスの充実をしてほしいです。 

・ 保育所で希望者はバスでの送迎サービスを実施してほしいです。 

 

２ 小学校就学後の生活について 

（１）小学校について 

・ 小学校の老朽化がちょっと心配です。 

・ 各学校によって、人数のばらつきがあります。 

・ 車がすれちがうのが難しいぐらい狭い道路が通学路で対策をしてほしいです。 

・ 小・中学校の給食の継続をお願いします。  

 

（２）児童館・学童クラブについて 

・ 学童は６年生まで延長頂きたいです。 

・ 働く親にとって学童保育の行事が多く、負担に思います。 

・ 学童保育の開設時間の延長をお願いします。 

・ 学童保育料を引き下げてほしいです。 

・ 毎日宿題を済ませてから遊ぶ習慣づけと友人同士教え合う事をしてほしいです。 

・ 学童保育の夏休み、冬休みだけの一時利用があれば嬉しいです。 

 

３ 子育て支援全般について 

（１）地域子育てセンター、広場について 

・ 子育て支援センターが近くにないので増やしてほしいです。 

・ 地域子育て支援センターに、駐車場があると行きやすいです。 

・ 子育て支援センターや子育てイベントの内容の質を上げてほしいです。 

・ 子育て支援センターも空いている時間（行ける時間）が他の市と比べ短いのが不便です。 

 

（２）子育て支援事業について 

・ 給食 教材費を無償にするなどの支援方法もしてほしいです。 

・ 障がいのある方への支援・理解の充実をしてほしいです。 

・ 子どもの数が多い方が負担なので、税金の控除がどの所得でも一律は負担です。 

・ 産後ケアを充実させてほしいです。 

・ 病後児等の受け入れできる施設が増え、急病にも対応頂けるとありがたいと思います。 
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（３）その他の子育ての情報や相談について 

・ 気軽に子供の発達相談ができる場所がほしいです。 

・ 様々な情報を提供していただきたいです。 

・ 教室等のお知らせを広報等で確認しておりますが郵送があれば助かります。 

・ 子育てに関して年長者の意見が気軽に聞ける環境があれば良いと思います。 

 

４ 子育て環境について 

（１）公園・遊び場について 

・ 子どもが思いっきり遊べる公園などが増えてほしいです。 

・ 歩道が狭い場所が多く夜間街灯が少ないです。 

・ 歩道に段差が多いです。 

・ 市民プールがあったらよいと思います。 

・ 公共施設の老朽化等は気になります。 

・ 遊具が公園に少なく、古くなっているものも多いので充実させていただけたらと思います。 

 

（２）医療費補助・医療体制について 

・ 保健センター利用時の交通アクセスを改善してもらいたいです。 

・ 子供の医療費の支援金、非常に助かっております。 

・ 夜間診療可能な小児科が市内になく、非常に不安です。 

・ 歯科検診を無料でして欲しいです。 

・ 休日診療所の小児科のスタッフの態度が悪いのが気になります。 

 

５ 子育て中の保護者の状況について 

・ 気軽に預けられてたとえ数時間でもリフレッシュできたら助かります。 

・ 共働き家庭への支援の充実をしてほしいです。 

・ 職場、在宅勤務の他に、市内で子どもを遊ばせながら、仕事ができるスペースがほしいです。 

・ もっと子供を産みたくなるような国や自治体の支援や環境づくりをお願いしたいです。 

・ フルタイム勤務のお母さんだけなくパートで働く母親に対する支援もお願いします。 

 

６ その他 

・ 市役所の皆様によくして頂いており、これから色々と利用させて頂きたいと思います。 

・ 中学、高校の進学校が少ないです。 
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２ 小学生児童 

大分類 中分類 小分類 件数 

１．幼稚園・保
育園・認定
こども園に
ついて 

施設整備について 
認定こども園の増設 1件 

待機児童の解消 1件 

保育料金・条件について 
保育料金見直し 3件 

幼稚園・保育園・認定こども園の入園条件見直し 1件 

その他 その他 3件 

２．小学校就学
後の生活に
ついて 

小学校について 

教育内容の充実と見直し 9件 

教員体制の充実 8件 

登下校時の安全確保 6件 

老朽校舎の改修 2件 

いじめ問題 1件 

英語教育の充実 1件 

校庭の開放 1件 

給食について 1件 

ＰＴＡ関連・子ども会 15件 

その他 11件 

児童館・学童クラブに

ついて 

時間延長 4件 

休日・長期休暇中の実施 16件 

利用条件見直し 12件 

利用料見直し 2件 

実施施設の増設 12件 

その他 22件 

３．子育て支援
全般につい
て 

すくすく教室につい

て 

事業の充実 1件 

イベントを増やしてほしい、イベント内容の充実 2件 

その他 2件 

その他の子育て支援

サービスについて 

病児・病後児保育事業の充実 1件 

障害児への支援充実 4件 

一時預かり事業の充実 1件 

児童手当の充実、各種サービス利用料の見直し 5件 

その他 10件 

子育てに関する情報

について 

子育て支援に関する情報の充実 3件 

子育てに関する相談先の充実 3件 
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大分類 中分類 小分類 件数 

４．子育て環境
について 

子どもの遊び場、まち

づくり、公共施設等に

ついて 

公園、遊び場等 34件 

防犯、不審者、外灯 5件 

防災（地震、火災、水害等） 2件 

公共施設（図書館、プール、体育館、公民館等 4件 

道路施設 15件 

その他 7件 

母子の保健について 
医療費補助、医療体制の充実 17件 

健診の充実 1件 

地域のつながり、協力等について 2件 

その他 8件 

５．子育て中の
保護者の状
況について 

子育てと仕事の両立について 5件 

保護者のリフレッシュ、子育て不安等について 1件 

その他 1件 

６．その他 
アンケートについて 2件 

その他 6件 

 

【分類別の主な意見】 

１ 幼稚園・保育園・認定こども園について 

・ 保育園に通う際に兄弟が別の園に入園している方が多いのでどうにかしてほしいです。 

・ 保育園、幼稚園の無償化などより待機児童を減らしてほしいです。 

・ 施設（園）によって保育サービスに差があり、標準的な水準になるよう指導してほしいと思いま

す。 

・ ３人目無料は年が離れると意味がなく保育料は無料とならず苦しいです。 

 

２ 小学校就学後の生活について 

（１）小学校についての体制や内容 

・ 小中学校の改修、設備の充実してほしいです。 

・ 小・中学校には塾に通わなくても対応できる教育の充実を望みます。 

・ 学校の登下校の時に通学路に見守ってくれる人がほしいです。 

・ 学校においても教育の指導に差が多く、学校によっても大きく異なってる気がします。 

・ 小学校の参観日を減らしてほしいです。 

・ 夏に学校プール開放などもしてほしいです。 

・ もっと英語教育に力を入れてほしいです。 

・ 小学校でもう少し１人１人に対してきめ細かい学習指導をしてほしいです。 

 

（２）小学校の先生や周囲との関わりについて 

・ 同学年なのにクラスにより授業の質が違います。 
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・ 教師のゆとりのなさを改善してほしいです。 

・ 小学校、中学校の教師について、相談しやすく対応してくれる機関があればよいと思います。 

・ 学校は、暴力をふるう子供や、嫌がらせをする子供がとても多いように感じる。そのような子供

に育たないよう教えてほしいです。 

・ 小、中学校の連携ができていないと思います。 

・ PTAや地域委員など自治会の活動内容の見直しをしてほしいです。 

 

（３）児童館・学童クラブについて 

・ 学童保育も６年生まで通えるようになるとうれしいです。 

・ 長期休み時に気軽に利用できる児童館などの施設を増やしてほしい。 

・ 学童の費用が高いです。 

・ 開所の時間を拡大してほしいです。 

・ 学童の指導員の先生を減らさないで欲しいです。 

・ 学童保育に関して指導内容が全くわからないため、今後の利用に向け不安があります。 

・ 自習や習い事のようなこともしてほしいです。 

・ 学童に児童館を併設してほしいです。 

 

３ 子育て支援全般について 

（１）すくすく教室について 

・ すくすく教室が良い、もっとたくさん開催してほしいです。 

・ 「お茶」や「プログラミング」「将棋」等、普段できない体験ができるのはとてもよいと思いま

す。 

 

（２）子育て支援サービス事業について 

・ 教育の場が障害の有無や支援が必要な子、そうでない子もみんなが一緒に学べる環境になって

ほしいなと思います。 

・ 差が出ないよう医療費や学費の無料化や支援、放課後の学習や習い事の支援などをさらに充実

させていただきたいです。 

・ 一時的に利用できる預かり方があると、パート勤務者には大変助かります。 

・ おむつ、おしりふき、ミルク等の割引など利用できる内容や店を増やしてほしいです。 

・ 文科系の習い事の場所が近くにあったらと思います。 

・ 子育てにお金がかかるのは、中学から大学まで、その時期の経済的支援をしてほしいです。 

・ 市立中学校、高校の授業料の経済的支援をしてほしいです。 

・ 税金をあまり払っていない低所得者への対策ばかりでなく一定の対策をしていただきたいです。 

・ もっと市営住宅を増やしてほしいです。 

 

（３）その他の子育て支援サービスについて 

・ 子の発達などについての相談をするところがほしいです。 

・ こどもの事で困ったり悩んだりした時に話を聞いて相談にのってくださった先生方や、場所が

あった事でとても助けられています。 

・ ファミリーサポートセンター等の情報も充実していれば活用しながら安心して働けます。 
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４ 子育て環境について 

（１）公園・遊び場について 

・ ボール遊びが思いっきりできる公園、スペースの充実させてほしいです。 

・ 子どもたちがのびのび安心して遊ぶことができる場所がほしいと思います。 

・ スポーツセンターの設備を改善したり子どもが運動できる場所をしっかり整備してほしいです。 

・ 室内型の公園が便利な場所にあるとうれしいです。 

・ 大きい公園が近くに欲しいです。 

・ 草がたくさん生えベンチにも座れないので草を抜いてほしいです。 

 

（２）公共施設等について 

・ 市内に大きなグランドなどあればいいと思います。 

・ 震災などの災害も増えており、子供の安全確保など不安だらけです。 

・ 不審者対応をしっかりパトロールしてほしいです。 

・ ＪＲ、阪急の駅周辺や交通量の多い道路への歩道整備をして欲しいです。 

・ 通学路の狭い道が多く、街灯が暗いです。 

 

（３）医療費補助・医療体制について 

・ 夜間や休日に常に小児科医師が待機し、救急受け入れしてもらえる病院の体制を整えてほしい

です。 

・ 小さい頃に受けていた予防接種が今と異なるものがあり必要なものはわかりやすく、発信して

ほしいです。 

・ インフルエンザなど、予防接種（自費）を学校で安く打てるようにしてほしいです。 

・ 子どもの医療費補助の期間をもっとのばしてほしいです。 

 

（４）母子の環境と地域協力について 

・ 介護をしながら仕事をしていますが別居だと保育時間が就労証明書でしか判断してもらえない

のはおかしい気がします。 

・ 保護者間の SNS、メール、LINE などの付き合い方の上手な方法など講習があれば参加したいで

す。 

・ 地域のつながりも必要だと思いますが、仕事をされている家庭は休みも子どもだけで外へ出し

ていたり、地域に参加できなかったりするので、ボランティアなど必要な気がします。 

・ シニアの方に多い印象だが子連れへの配慮がないところがあります。 

 

５ 子育て中の保護者の状況について 

・ 社会全体として、子育てを大切にする意識を高めてほしいです。 

・ もっと主婦が働きやすい環境を整えてほしいです、預けるためには職を見つけないといけませ

ん。 

・ 働き続けるためのサポートが足りていないと思います。 

・ 働く母親の負担を社会全体で減らせばと思います。 
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６ その他 

・ 中学校での給食が始まるのは、本当に助かります。 

・ いろいろな場も提供してくださっていますが、子どもの特性で参加が難しい場合もあり、活用し

きれないのが残念です。 

・ よりよい環境になるようご尽力いただいていると感じます。 
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Ⅳ 調査票 

１ 就学前児童 
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２ 小学生児童 
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